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Ⅰ 研修資料の活用に当たって 
 
 

いじめにより児童・生徒が自らその命を絶つという痛ましい事

件が起きている。 

児童・生徒を守るべき教職員のいじめに対する認識や対応につ

いて総点検するとともに、その結果を基に、いじめ防止を図る取

組みを一層充実させることが重要である。 

本研修資料は、いじめ問題に関する研修の実施を促進すること

をねらいとして作成した。 

本研修資料のねらい及び考え方、特長等を研修実施前に確認し

活用していただきたい。 

研修を担当するみなさんへ 
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いじめ問題の解決に向けて管理職や教員が適切な指導を行うための方法や保護者との連携の在り
方を理解することを通して、いじめ防止に対する意識啓発を図るための事例問題を中心とした研修資
料を作成し、教職員研修センターや区市町村教育委員会、各学校の研修用資料として情報提供を行う。

１ 資料作成のねらい 

２ 資料作成の考え方 

① 「いじめ問題を現象面ではなく、人権を尊重する真の人間教育が学校教育の中に十分浸透してい
ない現状があるとの認識にたち、学校の存在の原点を問い、すべての子どもの学習する権利を保障
し、安定した学校生活を送ることができるようにする」というとらえ方のもと、事例を活用した多
様な研修方法を示し、教員等の資質向上を図るための資料を作成する。 
② いじめ問題を学校と家庭が解決しなければならない重大な問題としての共通認識にたち、教員と
保護者の連携や協力を深めるとともに、保護者に対する理解や啓発を図る資料を作成する。 

３ 資料作成の全体構想 

【各研修会での活用】 

各学校（教員、保護者）区市町村教育委員会教職員研修センター 

 
 
 
資料提供 

研修資料の作成 
（教育開発課） 

 
・研修用資料 
・研修用運営資料 
・参考資料
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平成 17 年９月には北海道滝川市の小学校６年生の女子児童が、平成 18 年 10 月には福岡県筑前
町の中学校２年生の男子生徒がいじめを受け、自らその命を絶つという痛ましい事件が起きてい
る。いじめの未然防止とその解消は、学校教育の喫緊の課題であり、適切な対応について大きな
関心と期待が寄せられている。東京都においても過去、いじめが原因で中学生が自ら命を絶つと
いう大変痛ましい事件が起こった。当時よりいじめ問題について様々な取組みがなされているが、
残念ながらいじめ問題が再び大きな課題となっている。 
いじめは決して許されないことであり、また、どの学校でも起こり得るものであるという認識
のもと、学校教育に携わるすべての関係者一人一人が改めてこのいじめ問題の重大性を理解し、
日ごろからいじめの兆候をいち早く把握し、迅速に対応しなければならない。さらに、保護者と
連携しながら、いじめ防止に向けた取組みを推進していく必要がある。 

いじめ問題の解決には、教職員一人一人のいじめ防止に対する意識を高めるとともに、いじめ問
題やその解決に向けた指導方法、保護者との連携の在り方等の理解を深めていかなくてはならな
い。そのためには、実際にあった事例を基に研修を進め、日ごろの自分の指導を振り返り、改善を
図る必要がある。 
そこで本研修資料を活用し、取組みの一層の充実を図っていただきたいと考えている。本研修資
料の事例は、一例であるので、各学校や研修対象の実態に即して工夫して活用していただきたい。

研修を担当するみなさんへ 
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(1) いじめの定義（現行定義） 
 
 
 
 
 
 
  ※いじめの定義については、現在、文部科学省で見直しを行っています。詳しくは、参考資料９ 
 「いじめの定義の見直しについて」（Ｐ75）を御参照ください。 

 
 
 
 
 
 
(2) 東京都のいじめの現状※ 
 ・「いじめ」の発生件数は、全体としては減少傾向を示しているが、前年度と比べ中学校及び高等学
校は微増している。（図１） 

 ・「いじめ」の態様は、「冷やかし・からかい」、「言葉での脅し」、「仲間はずれ」が多い。 
 ・「いじめ」は件数としては、減少傾向にあるものの、個々の事例をみると深刻なケースも見られ、
依然として重大な健全育成上の課題である。 

(3) いじめ問題解決に向けての課題※ 
①「いじめ」は絶対に許されない行為であることの指導の徹底 
②「いじめ」に対して早期発見・早期対応ができる学校内の体制づくり 
③「いじめ」に対する未然防止の取組の充実 
④保護者と連携を図った対応の充実 
⑤関係諸機関との連携を図った対応の充実 
       （※「いじめ問題解決への対応策について」平成 18 年 10 月 東京都教育委員会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ いじめの発生件数の推移 
（「平成 17 年度における児童・生徒の問題行動等の実態について」平成 18 年８月 東京都教育委員会） 

 

「①自分より弱いものに対して一方的に、②身体的・心理的な攻撃を継続的に加え、③相手
が深刻な苦痛を感じているもの」とされているが、個々の行為がいじめに当たるか否かの判
断は、表面的・形式的に行うことなく、いじめられた児童生徒の立場に立って行うことに留
意する必要がある。 

   （「いじめの問題への取組についてのチェックポイント」平成 18 年 10 月 文部科学省） 

「教職員の児童・生徒へのいじめは、身体的・心理的な攻撃を継続的に加えることにより児
童・生徒に深刻な苦痛を感じさせる行為、又は児童・生徒間のいじめに加担する若しくは助
長する行為をいう。ただし、その行為の態様等により、児童・生徒の苦痛の有無にかかわら
ず、いじめと認められる場合がある。」           

    （「懲戒処分基準の一部改正について」平成 18 年 10 月 東京都教育委員会） 

４ いじめ問題について 

いじめの発生件数の推移
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(1) 研修資料の特長 
① 本研修資料は、管理職・教員用研修資料と保護者向け研修資料、参考資料からなる。 
 ② 印刷して研修会や保護者会等で配布して活用できるよう、様々な研修の方法を紹介している。 
③ 研修の展開例を参考にしながら、コーディネーターが研修会等を企画・運営することができる。 
④ 研修対象や事例内容によって、研修資料の形式が異なっているが、研修対象にかかわらず必要に
応じて工夫を加えたり、他の研修資料を活用したりすることができる。 

(2) 研修資料の内容 
① 管理職・教員用研修資料 
ア 職層や教職経験年数等に応じた事例問題と研修の展開例を掲載している。 
  研修対象は、東京都教職員研修センターが実施している下記研修等を参考にしている。 
 【授業力向上課】 ・初任者研修 ・２・３年次授業研究 ・４年次授業観察 ・10 年経験者研修 
 【教育経営課】  ・主幹研修 ・副校長研修 ・校長研修 
 【専門教育向上課】・選択課題研修キャリアアップ研修（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ） 
  イ １事例当たり、研修用配布資料（事例問題）２ページとコーディネーター用資料２ページの４

ページで構成している。 
  ウ 指導・助言の際に参考となるよう、記入例や指導のポイント等を掲載している。 
  エ 事例については、次の資料を基に作成した。 
○東京都立教育研究所 研修資料  
・平成７年度 「いじめ問題」研究報告書 －いじめ解決の方策を求めて－ 
・平成９年度 「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 
○東京都教育相談センター  
 ・学校教育相談推進資料「子どもの心が開くとき 子どもと心が通うとき」 
 ・子どものサイン 30 チェック表 
② 保護者向け研修資料 
ア 教員が保護者会等の場や機会を活用して、保護者等のいじめ問題への取組みに対する理解を深
めるとともに、家庭との連携の一層の促進を図ることができるようにしている。 

  イ 保護者会等において短い時間で運営できるようにしている。 
③ 参考資料 
  ア いじめ問題に関する各種通知や提言、研修資料、関係諸機関等を掲載し、研修会等で配布する

等、必要な情報提供ができるようにしている。 
  イ 教育庁指導部や東京都教職員研修センターが作成したいじめ問題に関するチェックリスト等

の資料を掲載し、研修会等において参考資料として配布したり、研修資料として活用したりでき
るようにしている。 

(3) 本研修資料の活用方法 
① 管理職・教員用研修資料 
  ア 事例を読み、設問に従って課題や対応策等について考え記入する。 
  イ グループで協議するなど、受講者同士で情報交換したり、対応策をまとめたりする。 
  ウ グループでの協議内容や研修の成果等を報告し合い、研修のまとめを行う。 
  エ コーディネーター用資料を基に、指導・助言を行う。 
② 保護者向け研修資料 
ア 教員が配布資料やビデオ等を活用し研修を進めたり、保護者同士で情報交換したりする。 
イ いじめ問題の取組みに関するチェックリストや資料を基に情報提供する。 
ウ 保護者会だけでなく、ＰＴＡによる家庭教育学級や道徳授業地区公開講座等で活用することで、
いじめ問題に関する家庭や地域との連携が促進される。 

(4) 研修資料の活用に当たっての配慮事項 
① 日ごろの指導内容や指導体制を振り返り、教員自身のいじめ問題に対する意識改革や取組みの改
善につながるようにする。  
② 研修の運営では、個人情報の保護や特定の児童・生徒に関する内容の取扱い等、人権上の配慮を
十分に行う。 
③ 研修の展開例を参考にして、各区市町村教育委員会、各学校等、受講対象の実態に応じ講義を実
施したり人権教育ビデオを視聴したりするなど、展開を工夫することができる。 
④ 主な対象・校種にかかわらず、他の職層や経験年数の教員に対しても活用できる。そのため、児
童・生徒の表記については、アルファベットで示している。 

５ 本研修資料について 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 研修資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ問題の解決には、教職員一人一人のいじめ防止に対する意

識を高めるとともに、いじめ問題やその解決に向けた指導方法、保

護者との連携の在り方等の理解を深めていかなくてはならない。そ

のためには、実際にあった事例を基に研修を進め、日ごろの自分の

指導を振り返り、改善を図る必要がある。   

そこで本研修資料を活用し、取組みの一層の充実を図っていただ

きたいと考えている。本研修資料の事例は、一例であるので、各学

校や研修対象の実態に即して工夫して活用していただきたい。 

研修を担当するみなさんへ 
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初任者用 事例問題 

 
１ 次の事例を読み、教員として配慮しなければならないことを考えてください。 
 

【教員の言動に配慮が不十分な事例】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈事例２〉 
 Ｃは食が細く、給食を残すことが多かった。担任のＤ教諭は、少
しでも食べる量を増やしていけるよう、日ごろから給食時間中にＣ
への指導を続けていた。 
 ある日、授業中にＤ教諭が、子どもたちに世界には飢えで苦しん
でいる人がいるという話をして、最後に、「食べ物を大切にしまし
ょう。」と言った。子どもたちは大きくうなずき、給食を残さない
ようにしようと申し合わせをした。 
 その後、食の細いＣは、他の子どもたちから、「給食を残すのは
いけないことだ。かわいそうな子どもたちのことを考えなければだ
めだよ。」というようなことを言われるようになった。     
Ｃは、「給食を残すから皆にいじめられる。」と言って、登校をし
ぶるようになった。 
 
 
事例は、「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 

（東京都立教育研究所 平成 10 年３月発行）を参考に作成した。 

〈事例１〉 
 Ａは動作がやや緩慢で、他の子どもから、「のろま。」と言わ
れることがあった。担任のＢ教諭は机上に学用品を準備してい
ないＡに「また、何も準備していないですね。何回言ったらち
ゃんとできるのですか。皆に迷惑をかけることになりますよ。」
と言った。 
 他の子どもも、Ｂ教諭の言葉に呼応するように、「そうだよ。
迷惑しているんだぞ。のろまなんだから。」と言った。それか
ら、他の子どもたちが、Ａに対して「ぐず。」、「のろま。」、「迷
惑だ。」と言ってはやし立てるようになった。 
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２ 事例１における担任のＢ教諭の課題についての解説を聞き、教員として配慮しなくて
はならないことをまとめてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 事例２で担任のＤ教諭の言葉に対して、周りの子どもやＣは、どのように感じたと思
いますか。下図の吹き出しの中に、考えられることを書いてください。 
【担任のＤ教諭】      
【周りの子ども】                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     
 
 
                                    【Ｃ】 

 
４ 周りの子どもやＣが感じたと思うことをグループ内で報告し合い、学級で指導する場
合、教員としてどのような配慮が必要なのか検討してください。 
 
５ グループでの話し合いや報告を基に、事例１や事例２のようにならないために、今後、
子どもを指導する上で配慮していこうと思うことを書いてください。 

 
 
 
 
 
 
 

 

「食べ物を大切にしましょう。」 
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初任者用研修運営資料 
 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1)  研修の目的  
① 教員の言動が児童・生徒に影響を与え、気付かないところで、不安を与えることが
あることを理解する。 
② 日ごろから、自らの言動が児童・生徒にどのように受け止められているかを推し量
りながら指導することの大切さを知るとともに、その指導法を考える。 

(2) 研修の方法 グループ協議 
(3) 研修の対象 主に初任者 
(4) 研修の時間 約 90 分 
(5) 研修の展開例  
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
 
 
５分 
 
５分 
 
 
 
 
５分 
 
 
 
25 分 
 
 
 
20 分 
 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
15 分 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 
 
 

２ 事例１の検討（各自） 
 
３ 事例１の解説 

（コーディネーター） 
○Ｐ７の２にまとめる。 
 
 
４ 事例２の検討（各自） 
○Ｐ７の３の設問について各
自考え、記入する。 

 
５ グループ協議 
○各自の考えを報告し、適切
な指導について話し合う。 

 
６ グループ報告 
○グループでまとめたことを 
報告する。 

 
 
 
７ 研修のまとめ 
○Ｐ７の５の設問について考
え、記入する。 

 
８ 指導・助言 
 
 

９ 事務連絡 

○研修の目的（Ｐ８ １-(1)参照）を説明する。 
○自分の日ごろの言動を振り返り、指導の改善
につなげることを確認する。 
 
 
 
○指導上必要な配慮について（Ｐ９ ２参照）
を基に、日ごろの児童・生徒の把握の仕方や
教員の姿勢が重要であることを理解できるよ
うにする。 
 
○思い付くことを数多く書くよう指示する。 
○必要に応じて、児童・生徒の感じ方の例と配
慮事項（Ｐ９ ３参照）を説明する。 
 
○各自の考えを報告し合い、適切な指導や対応
について経験等を基に情報交換し、グループ
でまとめるようにする。 
 
○各グループ３分程度で報告をするよう指示す
る。 
○教員として事例１・２と似たような経験があ
ったかどうか、自分自身の指導を振り返りな
がら聞くよう指示する。 
 
○事例１・２のようにならないために今後の指
導で配慮したいことを考えさせる。 
○５～６名に発表させる。 
 
○指導上の配慮事項（Ｐ９ ４参照）を基にし
ながら指導・助言を行う。 
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２ 事例１から考えられる指導上必要な配慮について 
事例から考えられる教員の配慮事項 事例の背景から考えられる教員の配慮事項 

○周りの子どもたちが担任のＢ教諭の言葉に強く
反応し、Ａをはやし立てるようになったことか
ら、教員の言動が子どもに与える影響の大きさ 
を考えなければならない。 
○注意されたＡや周りの子どもがどのように受け
止めるのか、子どもの特性を十分把握しながら 
指導しなくてはならない。 
○日ごろからのＡと周りの子どもたちとの関係か
ら、クラス全体の前で「また・・・」「迷惑をか 
ける・・・」等の言葉を発することは、子どもを 
過度に否定することにつながるということを認 
識しておかなければならない。 

○周りの子がＡに対して「のろま。」と言うこと
から、冷やかしたりからかったりすることがあ
ると考えられる。日ごろから子どもの人間関係
や行動を把握し、適切に指導しておかなくては
ならない。 

○Ａは、日ごろから動作がやや緩慢であったこと
から、その子なりの声かけの受け止め方や行動
のペースがあったと考えられる。子どもによっ
て差があることを理解し、一律に指導したこと
を結果として求めず、その子に合わせて段階的
に指導していかなくてはならない。 

３ 事例２におけるＤ教諭の言葉に対する周りの子どもやＣの感じ方の例と配慮事項 
【担任のＤ教諭】      
【周りの子ども】 
 
 
 
 
 
 
 
                                     
 

 
                                       【Ｃ】 

４ 児童・生徒に対する指導上の配慮事項 
○事例のような指導場面で配慮すること 
                        
                                                          
                                                         
            
○日ごろから配慮すること 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 研修資料活用上の留意点 
(1) 事例や研修方法については、各校種で実態に応じて活用し、指導の改善に生かすことができる。 
(2) 児童・生徒の把握と教員の言動の配慮がいじめの防止にも大切であることを指導・助言する。 
(3) 参考資料６「懲戒処分基準の一部改正について」（Ｐ66、67）の活用もできる。 

「食べ物を大切にしましょう。」

例 
・みんなに給食のこと 
を言われそうだな。 

・給食を残しにくいな。
・頑張って残さないよ 
うにしてみよう。 

例 
・食べ物が少なくて大変な思いをして 
いる人たちがいるのだから、私たち 
も食べ物を大事にしていきたい。 

 
・給食を残す子もいるから、注意し合 
っていこう。 
・クラスで、給食を残さないようにし 
よう。 

このような考えや発言が、今後いじめ
につながらないよう、子どもの言動を把
握する等、配慮が必要である。 

そ
の
子
の
考
え
を
受
け
止
め

な
が
ら
、
行
動
を
認
め
、
安
心

さ
せ
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
で

あ
る
。 

○日ごろから児童・生徒の人間関係を十分に把握し、はやし立てたり冷やかしたりすることがあ
れば、その場で適切に指導し、いじめにつながらないようにすること。 
○教員の価値観を一方的に押し付けるのではなく、その児童・生徒の考えを大切にしながら、指
導を進めること。 
○一人一人の子どもの特性に応じて目標を示したり、励ましたり、安心させたりすること。 
○食物アレルギーによる食事制限のある児童・生徒もいることを理解し、食事についての指導で
は、十分な配慮をしながら進めること。 

○教員の問い掛けに対して、児童・生徒の考え方には多様な受け止め方があるこ
とを理解し、言動に十分配慮すること。 
○教員の言動が児童・生徒に与える影響の大きさを考えながら指導すること。 教員 
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２・３・４年次教員用 事例問題 

 
１ 次の事例を読み、いじめの初期対応における課題について考えてください。 
 

【いじめのサインへの対応が不十分な事例】 

 

 Ａは学年の初めのころは、おとなしくまじめな態度で学校生活を

送っていた。 

学年が上がってからＢたち５～６名のグループと行動を共にす

ることが多くなった。その頃から、「トイレに行っていた。」と言っ

て授業の開始に遅れてきたり、職員室の前にぼんやり立っていたり

する様子が何度か見られた。ＡはＢと親しそうにしており、Ｂは、

レクリエーションの企画では学級でリーダーシップを発揮してい

たので担任のＣ教諭も心配はないと判断していた。 

 Ａはある時、女子への悪口をしつこく繰り返し、学級で問題とな

った。Ｃ教諭が指導すると、「Ｂたちのグループの一人に言われて

仕方なくやった。」と言ったのだが、名指しされた子どもはその事

実を強く否定し、結局事実をはっきりさせることはできなかった。 

 その後、このグループに喫煙や暴力行為のうわさが立ち始め、Ａ

の表情もとげとげしくなり服装の乱れも見られるようになった。 

 ある日、登校してきたＡの顔にあざがあるのでＣ教諭が聞いたと

ころ、「自転車に乗っていて転んでけがをしてしまった。」と言い張

った。Ｃ教諭はさらにＡに問いただしたが、同じ言い訳を繰り返す

だけだった。この時にＣ教諭はいじめではないかと疑念を抱いた。 
 
 
事例は、「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 

（東京都立教育研究所 平成 10 年３月発行）を参考に作成した。 
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２ この事例で、いじめの初期対応として課題であると考えられることを、配布資料「い
じめ防止のための資料」のいじめ発見のポイントを活用しながら書いてください。 
 
 
 
 
 
 
３ グループで課題を決め、適切な初期対応について検討します。 
(1) 各自が考えた課題をグループで話し合い、特に重要だと思う課題を３つにしぼり、① 
の枠の中に記入してください。 
(2) それぞれの課題について、深刻ないじめに発展させないために、いじめの初期段階で
どのような対応が必要であるか、各自②の「ア 児童・生徒の理解と指導」、「イ 学年・
学校内での報告・連絡・相談」の２つの視点で考えて記入してください。 
   ②
① ア 児童・生徒の理解と指導 イ 学年・学校内での報告・連絡・相談 

課
題
１ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

課
題
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

課
題
３ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

４ 各自が考えた初期対応をグループ内で報告し合い、それぞれの課題について、重要だ
と考えられる対応を視点ごとにまとめてください。 
５ 今後、いじめの初期対応として、心掛けていきたいと思うことを書いてください。 
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２・３・４年次教員用研修運営資料 
 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(2)  研修の目的  
① 学級内にいじめが起きているのではないかと思われるような時に、教員として初期
段階で対応しなければならないポイントを理解する。 

② いじめの初期段階で教員がいじめのサインを見落としたりいじめの事実を認識でき
なかったりすると、深刻ないじめに発展することを理解し、適切な対応を考える。 

(2) 研修の方法 意見の分類を中心とした協議 
(3) 研修の対象 主に２・３・４年次教員  
(4) 研修の時間 約 90 分 
(5) 研修の展開例  
時間 研修内容  運営上の留意点 
３分 
 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
10 分 
 
 
 
20 分 
 
 
 
 
 
20 分 
 
５分 
 
 
 
10 分 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 
 
 
 
 

２ 事例検討（各自） 
○配布資料「いじめ発見のポ
イント」を活用しながらＰ
11 の２の設問について考え
記入する。 

 
３ グループ協議 
○Ｐ11 の３(1)の設問をグル 
ープで考える。 

 
４ 初期対応の検討（各自） 
○Ｐ11 の３(2)の設問を各自
で考え、記入する。 

 
５ グループ協議 
○各自が考えた初期対応を視
点ごとに色分けした付せん
紙に記入し、グループで分
類しながらまとめる。 

 
６ グループ報告 
 
７ 研修のまとめ 
○Ｐ11 の５の設問を考え、記
入する。 

 
８ 指導・助言 
 
 
９ 事務連絡 

○研修の目的（Ｐ12 １-(1)参照）を説明する。 
○研修資料とともに、参考資料５「いじめ防止のため
の資料」（Ｐ65）を配布する。 

○視点ごとに色の異なる付せん紙と分類するための模
造紙をグループ分用意する。 

 
○配布資料「いじめ防止のための資料」のいじめ発見
のポイントを基に、具体的に初期対応における課題
をつかませる。 

○必要に応じて事例における初期対応の課題（Ｐ13 
２参照）を基に確認する。 

 
○各自が考えた課題をグループ内で報告し合い、特に
重要だと思われるものを３つにしぼり、①に記入さ
せる。 

 
○各自にグループでまとめた課題ごとに初期段階の対
応を２つの視点で考えさせ、研修資料に記入させる。 
 
 
○各自が考えた初期対応を視点ごとに色分けしながら
付せん紙に書き、それぞれの課題についてグループ
内で分類してまとめるよう指示する。 

○必要に応じて、各項目の記入例（Ｐ13 ３参照）に
ついてグループにアドバイスをする。 

 
○各グループ３分程度で報告させる。 
 
○グループ報告等を基に、日ごろの自分の指導を振り
返りながら、具体的に書くよう指示する。 

 
 
○いじめの初期対応におけるポイント（Ｐ13 ４参照）
と「いじめ防止のための資料」のいじめに対する指
導について、を基に指導・助言を行う。 
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２ 事例における初期対応の課題 
○いじめの初期段階でのサインを見落とした。 
Ａに「授業に遅れる」「職員室の前にぼんやり立っている」等の行動の変化が見られたが、それがい
じめのサインであることに気付くことが遅れ、いじめを認識できなかった。 
○先入観で生徒の人間関係をとらえた。 
「親しそうにしている」「学級でリーダーシップを発揮している」等、子どもの人間関係を先入観を
もって見てしまい、行動の変化の原因や背景を把握することができなかった。 
○具体的な指導を行わなかった。 
「女子への悪口を繰り返す」等、表面的な問題のみに注意が向いてしまい、Ａの立場やその時の気
持ちをＣ教諭がよく聞かずに済ませ、声かけを行ったり学年の教員に相談して対応したりするなど、
具体的な指導を行わなかった。 

３ グループで考えられる課題と必要な初期対応の記入例 
 ア 児童・生徒の理解と指導 イ 学年・学校内での報告・連絡・相談 

行
動
の
変
化
の
原
因
を 

十
分
把
握
せ
ず
、
い
じ
め
の 

サ
イ
ン
を
見
落
と
し
て
い 

る
。 

○行動の変化は、いじめの一端であるか
もしれないと認識し、その後の児童・
生徒の様子を入念に観察する。 
○いじめの指導の機会を逸しないよう、
児童・生徒の行動の変化を注意深く見
て、個に応じた声かけを行う。 
○児童・生徒の人間関係や心の問題など
にも目を向けて継続的に観察し、必要
な指導・援助を行う。 

○行動の変化があった場合は、いじめの
サインではないかとの認識をもち、学
年の教員や学年主任、生活指導主任等
に相談する。 
○生活指導主任、教育相談担当教諭等と
児童・生徒の様子について日ごろから
情報交換するよう心掛け、自分の指導
の改善に生かす。 

親
し
い
と
い
う
先
入
観 

で
判
断
し
、
人
間
関
係
を
的 

確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。 

○「親しそうだ」等、表面的な行動だけ
に注意が向かないように、児童・生徒
の行動の原因をしっかりと把握する。 
○気になる行動が見られた時は、保護者
と連絡をとり、家庭での様子や児童・
生徒の行動の変化等について的確に
把握できるように心掛ける。 
○他の児童・生徒から様子を聞き取る
等、人間関係の状況の把握に努める。 

○同学年の教員や学年主任、生活指導主
任等に報告や連絡をしながら、様々な
立場から児童・生徒同士の人間関係を
把握する。 
○前担任やクラブ活動担当者等から、児
童・生徒の人間関係や行動について情
報を収集する。 

グ
ル
ー
プ
で
考
え
ら
れ
る
特
に
重
要
だ
と
思
う
課
題
（
例
） 

組
織
的
に
対
応
す
る 

な
ど
、
具
体
的
な
指
導 

を
行
っ
て
い
な
い
。 

○互いに尊重し合う学級づくりを心掛
け、授業改善に取り組む。 
○いじめは絶対に許されない行為であ
り、責任を負わなければならないこと
を児童・生徒に理解させる。 
○気になる行動が見られた時は、児童・
生徒を安心させながら、その子の状況
や思いを聞き取る機会を設ける。 

○いじめの解決に向けて、学年・学校全
体で取り組んでいることを示し、児童
生徒に安心感をもたせる。 
○ティームティーチングで授業を行うな
ど指導を工夫し、複数の教員で見なが
ら適切な対応を行う。 
○学年主任や生活指導主任等に報告し、
具体的な指導について助言を受ける。 

４ いじめの初期対応におけるポイント 
○児童・生徒の言動の変化等、いじめのサインを見落とさず、その原因や背景を十分に把握するよう
努めること。  
○児童・生徒の行動を先入観で判断せず、学年の教員やクラブ担当者等、関係者から情報を収集しな
がら人間関係等を的確に把握すること。 
○気になる行動が見られた場合は、学年・学校内で報告したり相談したりしながら協力を求め、組織
的に対応しながら、児童・生徒への声かけを行うなど具体的な指導を行うこと。 

５ 研修資料活用上の留意点 
(1) 事例や研修方法等については、各校種で実態に応じて活用し、指導の改善に生かすことができる。 
(2) 事例のような対応の遅れが、暴力事件やお金を脅し取るいじめに発展する可能性もあり、日ごろか
ら早期の対応を心掛けていくことで、いじめの防止につながることを指導・助言する。 
(3) 参考資料７「いじめ問題への取組についてのチェックポイント」（Ｐ68～70）の活用もできる。 
(4) 研修対象の実態に応じて、初期対応の検討の場面では、対応の視点ア、イの他に「ウ 家庭・地域
との連携」等の項目を加え、広い視野で対応を考えていくという工夫もできる。 
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10 年経験者用 事例問題 
 
１ 次の事例を読み、指導体制の課題について考えてください。 

【指導体制が不適切であった事例】 

Ｃ教諭：教職経験 10 年目を迎え、初めての生活指導主任 

Ｄ教諭：教職経験 12 年目、Ａの所属の学年主任 

Ｅ教諭：教職経験 ９年目、Ａの所属の学級担任 

Ｆ教諭：教職経験 ５年目、Ｂの所属の学級担任  

ある日、用務主事からＡが下級生のＢをいじめているようだと、

生活指導主任のＣ教諭に情報が入った。早速、Ｃ教諭は、Ａの学年

の学年主任のＤ教諭と担任のＥ教諭に尋ねたが、未だ事態を把握し

ていなかった。そこで、Ｃ教諭とＤ教諭は、同学年の他の子どもか

らの聞き取りをＥ教諭に頼んだ。Ｅ教諭は、加害状況をあいまいな

ままでの情報しか受けることができなかったが、そのままＣ教諭に

報告した。次の日、Ｃ教諭は、Ｂの担任のＦ教諭に、Ｂから事情を

聞いてもらうことにした。ところがＦ教諭もいじめの状況に気付い

ておらず、至急聞き取りを行ったところ、いじめの事実をＢから聞

き、明らかになった。 

 そこで、Ｆ教諭はこのことをＥ教諭に知らせ、Ａへの指導を求め

た。Ｅ教諭は、自分の指導に対して指摘されたように受け止め、性

急にこの情報をＡに突きつけ叱責した。 

その後Ａは、Ｅ教諭に反発し、放課後、Ｂに仕返しを行った。こ

の日からＢは、Ａからの仕返しが怖くなり登校をしぶるようになっ

た。Ｆ教諭は、心配したＢの保護者から連絡を受け、初めてＢの学

年の学年主任に相談をした。 

Ｆ教諭はＥ教諭の配慮不足を批判し、やがて子どもや保護者か

ら、学校の対応に対する不満の声が出た。 

            

事例は、「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 

（東京都立教育研究所 平成 10 年３月発行）を参考に作成した。 
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２ 事例のように、いじめではないかという状況が見られた時、指導体制を整え学校とし
て対応しなければならないポイントを具体的に考えます。 
(1) 事例に出てくる教職経験 9年目～12 年目のＣ～Ｅ教諭の中から１人選び、その立場に
おける対応として課題だと考えられることを書いてください。 
（     教諭）  
 
 
 

(2) (1)で書いた課題の中から重要だと思う課題を書いてください。 
 
              自分が重要だと思う課題 
 
（     教諭） 
 
(3) (2)の課題に対する指導や対応を｢自分｣の欄に３つ書いてください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ グループ協議を基に、あなたが選んだ立場で全校での指導体制を整え学校として対応
しなければならないことは何かまとめてください。 
 

 

指導や対応１ 指導や対応２ 指導や対応３ 
自 

分

メ
ン
バ
ー
４

メ
ン
バ
ー
３

メ
ン
バ
ー
２

メ
ン
バ
ー
１
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10 年経験者用研修運営資料 
 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1) 研修の目的  
① いじめではないかという状況が見られた時、全校での指導体制を整え学校として対
応しなければならないポイントを理解する。 
② 生活指導主任や学年主任等それぞれの立場での対応の仕方を理解し、これからの指
導に役立てられるようにする。 

(2) 研修の方法 ブレーンライティング 
(3) 研修の対象 主に 10 年経験者 
(4) 研修の時間 約 90 分 
(5) 研修の展開例 
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
10 分 
 
 
 
 
 
 
13 分 
 
 
 
 
 
 
 
７分 
 
 
 
30 分 
 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
 
15 分 
 
 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
  
２ 事例検討（各自） 
○Ｐ15の２-(1)～(3)の設問
を考え、記入する。 

 
 
 
 
３ ブレーンライティング 
  （４～５名１グループ） 
(1) Ｐ15 の２-(3)の設問を
各自考え、記入する。  

 (2) ワークシートを順番に
回しながら、課題に対する
指導や対応を３つ書く。 

 
４ 指導や対応の検討 

（各自） 
 
 
５ グループ協議 
 
 
 
 
 
６ 研修のまとめ 
○Ｐ15 の３の設問を考え、
記入する。        

  
 
７ 指導・助言 
 
 
 
 
８ 事務連絡 

○研修の目的（Ｐ16 １-(1)参照）を説明する。 
 
○事例に出てくるＣ～Ｅ教諭の立場を選び（ ）の中に、
書かせる。次に、事例から課題として考えられること
を(1)に書かせる。 

○自分が一番重要だと思う課題を(2)に書かせる。 
○課題に対してどんな指導や対応をするかを(3)の｢自
分｣の欄に３つ書かせる。 

 
○グループ編成をする時は、１グループに生活指導主任
や学年主任等、異なる校務分掌の者が含まれるように
することも一つの有効な方法である。 

 
○グループ内で各自のワークシートを回し、課題に対す
る指導や対応を「メンバー１」の欄に３つ書き、次に
回す。一回りしたところで終了する。 

 
○書き込まれたワークシートを読ませ、自分の指導に生
かしていきたいと思うものを３つ選び○を付けさせ、
根拠も明確にさせる。 

 
○グループ内で各自が選んだ指導や対応を、根拠を明確
にしながら説明させる。 

○事例のＣ～Ｅ教諭の立場でそれぞれどう対応すれば
よいかを話し合わせ、具体的な指導や対応についてま
とめさせる。 

 
○グループ協議を基に、10 年経験者として対応しなけれ
ばならないことを自分が選んだ立場でまとめさせる。 
○各自のまとめを５～６名に発表させる。その際、Ｃ～
Ｅ教諭の立場の考えをそれぞれ選ぶようにする。 

 
○全校での指導体制を整え学校として対応するための
主なポイント（Ｐ17 ３参照）やそれぞれの立場での
対応しなければならないポイント（○）（Ｐ17 ２参
照）を基に指導・助言する｡ 
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２ Ｃ～Ｅ教諭のそれぞれの立場での課題（△）と対応しなければならないポイント（○） 

共
通
課
題 

△管理職への報告を行っていない。 
 
 
 
△いじめられている児童をどのように守る
かという配慮が、どの教員にもなかった 
し論議もされていない。 

○管理職への報告を徹底し、その場だけの対応
ではなく学校の組織として、いつまでに誰が
どう調べるか等、具体的に対応できるように
する。 

○学校全体として、いじめられている児童を徹
底して守るという意識をもつとともに、指導
体制を確立する。 

生
活
指
導
主
任

Ｃ
教
諭 

△いじめの情報があった時に、いじめてい 
るＡから担任のＥ教諭を通して聞き出そ
うとしたり、Ｂの学年の学年主任に連絡 
しないまま、いじめられているＢの担任 
の教諭に聞き取りを依頼したりした。 

○いじめた側、いじめられた側の双方から学年
体制で聞き取りを行い、いじめの情報を整理
し、事実を的確に把握する必要がある。 

学
年
主
任

Ｄ
教
諭 

△事実確認を担任のＥ教諭と一緒に行うこ 
とをせず、聞き取りを頼んだまま状況を 
把握していない。 
 

○学年の情報は、学年主任に報告することを徹
底する。また、生活指導主任や双方の学年主
任が中心となり善後策を協議し、事実確認を
するときは、担任と共に対応する。 

学
級
担
任

Ｅ
教
諭 

△いじめの事実が明らかになったが、この 
後すぐに学級担任同士だけで情報のやり 
取りを行った。さらに、学年主任等と善 
後策の検討をしないまま、一人でいじめ 
ているＡの指導を行った。 

○学年に関することは、学年主任に報告する。 
○互いの学年が情報の交換を行い、指導体制を
組んで今後の指導の方法や手順を協議し、組
織として対応する。 

 
 
３ 全校での指導体制を整え学校として対応するための主なポイント 
○校長を中心とした指導体制を確立して適切な対応策をとる。 
  いじめではないかという報告があった場合は、校長の指示のもと、学年、生活指導部、教育相談
担当等による事実の把握、今後の対応方針の検討、指導にかかわる学年や教職員の役割分担等の明
確化、教職員間の連絡・調整等、早急に解決を図ることができるよう、組織的な対応に努める。 
○訴えや情報に適切に対応することへの共通理解を図る。 
   いじめは、様々な人からの訴えや情報があって発見されることが多い。校長、副校長、主幹、生
活指導主任等が中心となり、すべての教職員が児童・生徒を支援していくという共通理解を図る。
○教職員間の緊密な連携を図る。 
  いじめは、どの学校・学級、児童・生徒にも起こり得るものとして情報交換を密にし、学年の児
童・生徒に対する共通理解を図ったり、他学年などには、様々な機会に取組み内容を報告したりす
る等、日ごろから連携・協力に努める。 
○学校としていじめ問題の解決にあたる。 
  教員は、すべての学年の児童・生徒に対して指導の責任をもつという意識が必要である。一つの
学年にいじめ問題が起きた時にも、学校として組織的にその問題に取り組むように、校長を中心と
して教職員が協力体制を整え、適切に対応していく。 
○いじめは重大な人権侵害であるという認識を徹底させる適切な指導を行う。 

いじめは人間として絶対に許されない基本的人権の侵害であるということを教職員、児童・生徒、
保護者に認識させるとともに、いじめは絶対に許さないという毅然とした態度を示す。 

○報告・連絡・相談を徹底する。 
児童・生徒の様子で気になることがあったり、問題が起こったりしたときには、自分一人で解決
しようとせず、学年主任や生活指導主任に報告する等、組織的に対応しながらよりよい解決策を見
いだせるようにする。 
 
４ 研修資料活用上の留意点 
(1) 組織的に対応することが、いじめ防止につながることを指導・助言する。（参考資料５「いじ

め防止のための資料」（Ｐ65）参照） 
(2) 組織的な指導体制を考える上では、個人情報の共有等における人権上の配慮が必要である。 
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主幹用 事例問題 
 
１ 次のいじめの事例を読み、主幹としていじめの未然防止に向けてのポイントについて
考えてください。 

【いじめのとらえ方が教員同士で一致していない事例】 

  

 Ａは２学期になってから腹痛や気分の悪さを訴えて、保健室に何

度か来ている。Ｂ養護教諭がそれとなくＡに家庭の様子や友人関係

について話を聞いたところ｢夏休みに家族旅行と重なって部活の練

習に出られなかったことから、その罰としてジュースなどを買いに

行かされる。｣と語った。Ｂ養護教諭の｢いじめられているのかな。｣

という問いには、｢いじめられていない。｣とＡは答えた。 

 しかし、Ｂ養護教諭はＡがいじめられているのではないかと心配

になり、担任のＣ教諭とＡについて話し合いをもった。Ｃ教諭は、

「Ａは、ここのところ体調を崩しているかもしれないけれど、部活

動にはほとんど休まずに参加している。普段、学級の中でも部活動

の仲間と一緒にふざけたりしている。仲間内で多少のトラブルはあ

るかもしれないが、いじめられているということは絶対にないと思

いますよ。」と、Ｂ養護教諭の心配を否定した。 

Ｂ養護教諭は、Ａのことが気になり生活指導主任のＤ教諭に相談

した。そこで、Ｄ教諭は、Ｃ教諭に、Ａから事情を聞いてほしいと

伝えた。 

企画調整会議の中で、部活動でいじめられている子どもがいるら

しいという報告があり、Ｅ主幹（教務担当）が初めてＡの情報を知

った。 
※「部活動」については、小学校では放課後の活動等に読みかえてください。 

 事例は、「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 

（東京都立教育研究所 平成 10 年３月発行）を参考に作成した。 
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２ この事例で、いじめのとらえ方が一致していない原因について考えてください。 
 
 
 
 
３ この事例のＥ主幹として、いじめの未然防止に向けて何をどのように対応しますか。
主幹の４機能で考え具体的に記入してください。 
【自分の考え】 
 
 
 

副
校
長
の
補
佐 

【他の考え】 
 
 
 
【自分の考え】 
 
 
 

調
整
機
能 

【他の考え】 
 
 
 
【自分の考え】 
 
 
 

人
材
育
成 

【他の考え】 
 
 
 
【自分の考え】 
 
 
 

監
督
機
能 

【他の考え】 
 
 
 

４ 今後、自校で取り組んでいこうと思うことを書いてください。また、いじめの定義を 
まとめてください。 

 

 

【いじめの定義】 
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主幹用研修運営資料 
 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1) 研修の目的  
① 主幹として、いじめの未然防止に向けての対応策を主幹の４機能で考え、自校の指 
導体制を見直し、改善していく方法を考える。 
② 事例を通して｢いじめの定義｣ について理解する。 
(2) 研修の方法 ブレーンストーミング 
(3) 研修の対象 主に主幹 
(4) 研修の時間 約 90 分 
(5) 研修の展開例 
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
 
 
 
30 分 
 
 
 
 
 
 
20 分 
 
 
 
５分 
 
 
 
10 分 
 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 
 
 
 
２ 事例の課題検討（各自） 
 ○Ｐ19 の２の設問を考え、記

入する。 
 
 
３ 事例検討１（各自） 
 ○Ｐ19 の３の設問を考え、記

入する。 
 
 
 
 
４ 事例検討２（グループ） 
（ブレーンストーミング   
４名１グループ） 

 ○Ｐ19 の３にメモをする。 
 
 
 
５ グループ報告 
○各グループ３～５分で報
告する。 

 
６ 研修のまとめ 
 ○Ｐ19 の４の設問を考え、記 

入する。 
 
７ 指導・助言 
 
 
 
８ 事務連絡 

○研修の目的（Ｐ20 １-(1)参照）を説明する。 
○主幹として、いじめの未然防止の体制を確立するため
のポイントを研修し、所属校に還元していくことを伝
える。 

 
○事例を読み、設問２に記入させ、２～３名に発表させ
る。 

○いじめのとらえ方が一致していない原因の例 
（Ｐ21 ２参照）を基に、事例の課題を解説する。 

 
○事例の学校の主幹であるという想定で、いじめの未然
防止に向けて何をどのように対応するべきかを、主幹
の４機能に分けて各項目の上の欄（Ｐ19 ３参照）に
記入させる。 

○必要に応じて、未然防止の主なポイント（Ｐ21 ３参 
照）を基に、アドバイスをする。 

 
○各自、主幹としての対応策を根拠を明確にして説明さ
せる。 

○意見交換をする中でグループとしての考えをまとめ
る。 

○同じグループの人の発表を聞きながら、よいと思った
ことは各項目の下の欄にメモを取らせる。 

 
○主幹の４機能それぞれについてまとめたことを具体
的に報告するよう指示する。 

 
 
○グループ報告等を基に、自校で取り組んでいこうと思
うことを書かせる。 

 
 
○指導・助言のポイント（Ｐ21 ４参照）を基に指導・
助言するとともに、いじめの定義について確認し、 
Ｐ19 の４にまとめさせる。 
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２ いじめのとらえ方が一致していない原因の例 
○教員同士の信頼関係に基づいた情報交換が行われていない。 
○主観で｢いじめであるか否か｣を判断し、｢いじめであるかも知れない｣｢いじめに発展するかも知れな
い｣という視点に立って児童・生徒を観察しようとする姿勢が見られない。 
○いじめの定義について、教員の共通理解が図られていない。 
３ 未然防止に向けての主なポイント 

副
校
長
の
補
佐 

○トラブルがあったときの対応の手順を明確にする。 
○気になる児童・生徒がいる場合は、その状況を校長や副校長に報告するとともに、全教職員
で情報を共有する。 
○ＰＴＡや地域の関係機関等とともにいじめの問題について協議する機会を設け、いじめ問題
の解決に向けて地域ぐるみの対策を進める。 

教
諭
等
と
の
調
整
機
能 

○いじめに関する情報が入ったときには、自分だけで判断せずに、学年主任や生活指導主任等、
関係各所に連絡し、組織的に対応する体制を作る。 

○誰もが相談しやすい環境を整えておく。 
○保健室や担任以外の授業の様子を把握する。 
○保健室との連絡体制が取れるようにする。 
○いじめは人間として絶対許されないという認識を全校に徹底する。 
○保護者会を開催して、いじめに関する情報を収集し、いじめの解消及び防止について協力を
要請する。 

人
材
育
成 

○いじめはどの学校・学級、児童・生徒にも起こり得るという認識をもち、いじめの定義など
についての研修会を企画立案し、学校全体の問題として意識を高める。 

○道徳や学級活動で、いじめにかかわる問題を取り上げた研究授業や協議会を企画・実施し全
教職員で学び合う。 

監
督
機
能 

○定期的に質問紙法やチェックリストを活用して、全校の児童･生徒の様子や指導の状況を確認
する体制を作る。 
○教育相談体制を整え、活動状況を定期的に報告させる。 
○対策等がマンネリ化しないよう、常に見直し工夫・改善を図ることができるように組織的対
応をさせる。 

４ 指導・助言のポイント 
○児童･生徒の変化や生活の様子等を日ごろから校長や副校長に伝えるとともに、いじめ問題の全校
的な対応を充実させるために、指導体制の組織化を図る。（補佐） 

○教職員間の情報交換が促進するような機会を設け、スムーズな情報伝達ができる体制を整えるとと
もに、自らすすんで話したり聞いたりする姿勢を表し、相談しやすい環境づくりに努める。（調整） 
○教職員のいじめに対する考え方や対応の仕方の共通理解を図るために、いじめ問題に関する研修会
を計画的に実施するとともに、状況に応じて随時研修会等を開催する。（人材育成） 

○生活指導部の中でいじめの問題に対して中心となって取組みを考える分掌を設置する等、学校全体
で取り組める体制を作り、教職員全体の意識を高める。（監督） 

５ 研修資料活用上の留意点 
(1) 事例や研修方法については、各校種で実態に応じて活用し、指導の改善に生かすことができるよう 
にする。 
(2) 参考資料７「いじめの問題への取組についてチェックポイント＜主幹用＞」(Ｐ70 参照)を活用する 
ことも一つの有効な方法である。 
(3) いじめの定義については、現在、文部科学省で見直しを進めている。参考資料９「いじめの定義の
見直しについて」（Ｐ75）を基に、情報提供する。 

いじめの定義「①自分より弱いものに対して一方的に、②身体的・心理的な攻撃を継続的に
加え、③相手が深刻な苦痛を感じているもの」とされているが、個々の行為がいじめに当た
るか否かの判断は、表面的・形式的に行うことなく、いじめられた児童生徒の立場に立って
行うことに留意する必要がある。 

（「いじめの問題への取組についてのチェックポイント」文部科学省 平成 18 年 10 月） 
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管理職用 事例問題 

 
１ 次の事例を読み、学校は、いじめ予防と再発防止に向けてどのように指導体制を改善
すればよいか考えてください。 
 

【教員が個人で解決を図ろうとする事例】 

 

 １学期にＡに対して、同級生５名によるいじめが起きた。言葉に

よるからかいに始まり、ノートへ落書きをしたり靴を隠したりと次

第にいじめはエスカレートしていった。 

 そして、Ａの保護者から、担任のＢ教諭に電話でいじめの訴えが

あったが、その時、このいじめの事実をつかんでいなかった。そば

で電話のやり取りを聞いていた同学年の学年主任のＣ教諭は、電話

が終わった後、Ｂ教諭に「何があったのか。」と尋ねた。しかし、

Ｂ教諭は「Ａの保護者から苦情を言われてしまった。」と言うだけ

で、詳しい内容は話さなかった。 

 Ｂ教諭は、学級経営には自信をもっていたので、翌日、Ａからい

じめの事実を聞き取り、その後、いじめに関係した５名を指導して、

いじめは一時的に解消したかのように見えた。 

 ２学期になってＡは学校を欠席しがちになった。そして、Ａの保

護者から「いじめはまだ続いているので、登校できない。Ｂ教諭の

指導の仕方に問題がある。できればＢ教諭ではなく、教育相談の専

門家と相談し、対応してもらいたい。」と校長に訴えてきた。 

 

事例は、「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 

（東京都立教育研究所 平成 10 年 3 月発行）を参考に作成した。 
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２ 事例を読み、組織的な対応において課題と考えられることを記入してください。 
＊一マスに、一つの課題を書いてください。 

課題① 
 
 
 
 

課題② 
 

課題③ 
 

課題④ 
 
 
 
 

課題⑤ 
 

課題⑥ 
 

 
３ 管理職として、上記に挙げられた組織的な対応における課題について、どのように改
善を図るのか具体的に考えてください。 
＊（ ）に、上記で挙げられた課題の番号を記入してください。 
＊一マスに、一つの改善策を書いてください。 

課題（ ）についての改善策 
 
 
 
 
 

課題（ ）についての改善策 
 

課題（ ）についての改善策 
 

課題（ ）についての改善策 
 
 
 
 
 

課題（ ）についての改善策 
 

課題（ ）についての改善策 
 

課題（ ）についての改善策 
 
 
 
  
 

課題（ ）についての改善策 
 

課題（ ）についての改善策 
 

 
４ 組織的に対応するポイント（研修の最後にまとめます。） 
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管理職用研修運営資料 

 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1) 研修の目的  
① いじめはどの学級、どの学校にも起こり得るということを、すべての教職員が共通
に認識し、いじめ問題に対して学校として組織的な対応ができるようにすることの必
要性を理解する。 
② いじめ防止という視点から、一人一人の教職員の意識改革とともに、自校の指導体
制を見直し、改善していく方法を事例を基に考える。 

(2) 研修の方法 グループ協議 
(3) 研修の対象 主に管理職 
(4) 研修の時間 約 90 分 
(5) 研修の展開例  
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
 
 
 
 
 
10分 
 
 
 
 
 
35分 
 
 
 
 
 
25分 
 
 
15分 
 
 
 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 

 
２ 事例検討（各自） 
(1) P23 の２の設問を考え 
記入する。 
(2) P23 の３の設問を考え
記入する。 

 
３ グループ協議 
○２の事例検討で考えた 
内容をグループで報告 
する。 

 
 
４ グループ報告 

 
５ 指導・助言 
 ○Ｐ23 の４の設問を考え 
記入する。 

 
 
 
６ 事務連絡 

○研修の目的（P24 1-（1）参照)を説明する。 
○これからの自校の指導体制づくりに生かすことを
確認する。 
○自校の指導体制を振り返り、教職員一人一人の意
識改革を図ることを伝える。 
 
 
○事例における課題をとらえながら考えるようにす
る。 
○自校の指導体制を振り返りながら考えるようにす 
る。 
○改善策を具体的に書くようにする。 
 
○５～６人程度のグループを編成し、各自の考えを
報告するとともに、グループ内で改善策をまとめ
る。 
○付せん紙を活用し、課題や改善策を分類しながら
まとめていくと、視点がしぼれる。 
 
○各グループ３分程度の報告を行う。（８グループ） 
○改善策について具体的に報告する。 
 
○グループ報告を基に、協議をすることも考えられ
る。 
○P25 の２・３・４を基に指導・助言する。 
○研修の最後に、組織的に対応するポイントをまと
めるようにする。（P23 ４に記入させる。） 
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２ 事例における組織的な対応についての課題 
○管理職（校長・副校長）への報告・連絡・相談が図られていない。 
○いじめ発生と保護者からの訴えについて、担任一人で対応をした。 
○専門的な助言も受けず担任一人で行った一時的な対応であったので、結果としていじ
めが継続した。 

 
３ 組織的な対応を図るための具体的な改善策 
＊「校内指導体制の確立」「保護者への対応」「他機関との連携」の３観点から整理した例 

校内指導体制の確立 保護者への対応 他機関との連携 

○組織的な対応を図るため、企 
画調整会議において副校長、 
主幹、主任に事実を伝えると 
ともに、校内研修会等を行 
い、教職員の率直な意見交換 
を実施する。 
○「いじめ問題対策委員会」等 
を組織し、対策を協議できる 
ような指導体制に整備する。 

○スクールカウンセラーと連
携し指導する。 

○担任等と共に家庭訪問 
をし、保護者へ対応につ
いて説明する。 
 
○ＰＴＡ組織への協力を
要請する。 

○教育委員会に相談し、教 
育センターの職員やカウ 
ンセラーの派遣を要請 
し、専門的な相談や対応 
ができるようにする。 
○子ども家庭支援センター 
や児童相談所、警察等に 
協力を要請したり、学校 
便りを配布したりするな 
ど、日ごろからの連携を 
充実させ、地域からの情 
報を得やすくする。 

 
４ 組織的に対応するためのポイント 
○一つのいじめを契機に、校長として指導体制を見直す。 
全教職員に状況が的確に伝わり、具体的な対応策を講ずることのできる指導体制をつ
くる。 
○教職員の意識を改革する。 
  学校のすべての教職員が、すべての児童・生徒のいじめ問題に対してかかわってい
くという意識をもつとともに、いじめ問題に対して毅然とした態度で臨むようにする。 

○複数の教職員で児童・生徒の変化をとらえる。 
  複数の教職員が、様々な視点から児童・生徒を見て、気付いたどんな小さな変化で
も情報交換できるようにする。 
○現在ある組織の活性化を図る。 
  自校の課題を的確に把握し、職員会議や校内研修会で指示するなど、組織の活性化
を図る。 
○いじめが発生したときは、直ちに関係教職員による組織をつくり、対応する。 
  児童・生徒や保護者に対して組織を生かした丁寧な対応をし、学校への信頼がより
一層高まるように努める。 
○ＰＴＡや地域の人々とともにいじめ問題を考える。 
  「いじめ問題対策委員会」等に PTA の役員や地域の代表を加え、関係者が一体とな
って対応する。 

 
５ 研修資料活用上の留意点 
(1) 事例や研修方法については、各校種で実態に応じて活用し、指導の改善に生かすこと
ができる。 
(2) 事例に関連した具体的な事例や資料を扱う場合、児童・生徒の個人情報の保護や人権
に配慮した運営を行う。 
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管理職用 事例問題 
 
１ 次のいじめ問題に対して改善に向かう事例を読み、どのように校内体制を改善すれば
よいか確認します。 

【校長を中心に改善に向けて組織的な対応をしている事例】 

 １学期にいじめ問題が発生し、いじめを受けた子どもの担任であ

るＡ教諭は、いじめた子どもの指導を行った。一時的にいじめは解

消したものの、いじめは継続し、いじめを受けた子どもは学校を欠

席しがちになった。そして、いじめられた子どもの保護者が、学校

の指導に対し、激しく抗議してきた。Ａ教諭は困惑していた。 

２学期末になっても状況が改善されないので、Ｂ校長は、Ａ教諭

を校長室へ呼び、指導に対する労をねぎらい、校長としても一緒に

かかわっていくことを話した。さらに、校内研修会の事例研究で取

り上げ、他の教員からいろいろな意見を聞いてみてはどうかと勧め

た。Ａ教諭も承諾したので、今回の事例について校内研修会で生活

指導の事例研究を行うことを企画調整会議に指示した。事例研究で

は、「もっと家庭と連携する方法はないか。」「担任同士もっと協力

し合って解決していくにはどうしたらよいか。」等、教員の本音が

次々出てきた。校長は、今までとは違う教員の熱意を感じ、学校と

して組織を挙げて対応することが重要だと考えた。まず、Ａ教諭を

含め、校長・副校長、主幹、生活指導主任、養護教諭で「いじめ問

題対策委員会」を組織した。そして、保護者への対応は、Ａ教諭が

副校長とともに行うこと、また、いじめられた子どもが登校できる

ように、主幹、当該学年主任をはじめ、他の学年に所属する教員と

協議して対策を考えていくことなどを取り決めた。 

３学期の学校評価では、次年度の学校組織の見直しやいじめ問題

への組織的な取組みについての具体的な提案も出てきた。 

 
事例は、「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 

（東京都立教育研究所 平成 10 年 3 月発行）を参考に作成した。 
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２ 事例（いじめ問題が改善に向かう事例）における、校長が行った課題の改善策のポイ
ントを挙げてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 事例のポイントを参考にしながら、所属校でいじめ問題が起こった際、組織的な対応
をするための具体的な改善策を「ロジック・ツリー」でまとめてください。 
＊①に具体的な改善策を記入し、次に①を基に更なる具体的な改善策②を記入します。（①は②
の目的になります。） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ問題への組織的対応 
   

      

① 

具
体
的
な
改
善
策 

② 

具
体
的
な
改
善
策 
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管理職用研修運営資料 

 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1) 研修の目的  
① いじめはどの学級、どの学校にも起こり得るということを認識し、管理職として、
いじめ問題に対しての具体的な改善策を立てることの重要性を成功事例を通して理解
する。 
② いじめ防止という視点から、自校の指導体制を見直し、改善していく方法を具体的
に考える。 

(2) 研修の方法 ロジック・ツリー 
(3) 研修の対象 主に管理職 
(4) 研修の時間 約 90 分 
(5) 研修の展開例  
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
 
 
 
 
 
15分 
 
 
 
５分 
 
 
30分 
 
 
 
 
 
 
 
 
25分 
 
 
 
10分 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 

 
 
 
 

 
２ 事例検討（各自） 
○P27 の２の設問を考え、 
記入する。 

 
３ 指導・助言 
 
 
４ 改善策検討（各自） 
○Ｐ27 の３の具体的な改
善策について各自考え
記入する。 

 
５ グループ協議 
○各自の考えをグループ 
内で発表する。 
 
６ グループ報告 

 
 
 
７ 指導・助言 

 
８ 事務連絡 

○研修の目的（P28 1-(1)参照）を説明する。 
○学校として組織的な対応ができるようにすること
の重要性を理解する。 
○自校の指導体制を振り返り、教職員一人一人の意
識改革を図ることができるようにすることを伝え
る。 
 
○事例における改善策のポイントを考える。 
○自校の指導体制における課題を振り返りながら考
える。 
 
○事例のポイント（P29 ２を参照）を解説し、グル
ープ協議を行う際に参考にすることを伝える。 
 
○５～６人程度のグループを編成し、まず、各自の
考えをまとめさせる。 
 
 
 
○グループ内で、各校の校種や特徴を説明し、組織
的に対応するための具体的な改善策について各自
発表する。 
 
○各グループ３分程度の報告を行う。（８グループ） 
○グループ協議で出された主な改善策について報告
する。 
 
○P29 の３を基に指導・助言する。 
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２ 事例における校長が行った課題の改善策のポイント 
○教職員が本音で体験や学校の課題を話すことができた校内研修会 
教職員の中には、自分の学級にいじめ問題が起きると、指導力の不足や児童理解の
不足と批判されるのではないかという意識をもつことがある。担任が、率直に校内研
修会で報告することで、協議が活発に行われるとともに組織的対応を促すことができ
た。 
○校長の共感的姿勢 
担任の苦悩を共感的に受け止め、その苦悩は他の教職員にも共通するものであるこ
とを、教職員に問い掛けることで、担任の不安を軽減することができた。 

○指導体制の整備 
自分の学級であるなしにかかわらず、いじめが起きたと分かれば、だれからでも管
理職、主幹、生活指導主任と担任に報告するよう指示し、組織として対応できるよう
な委員会を組織した。 

 
３ 所属校における具体的な改善策 
所属校で、いじめ問題が起こった際、組織的に対応をするための具体的な改善策を「ロ

ジック・ツリー」でまとめます。（記入例）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 研修資料活用上の留意点 
(1) 事例や研修方法については、各校種で実態に応じて活用し、指導の改善に生かすこと
ができる。 
(2) 事例に関連した具体的な事例や資料を扱う場合、児童・生徒の個人情報の保護や人権
に配慮した運営を行う。 

いじめ問題への組織的対応 

学
校
だ
よ
り
等
を
地
域
に
配
布

し
て
、
関
係
づ
く
り
に
努
め
る
。

ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

活
用
を
申
請
す
る
。 

い
じ
め
対
策
に
関
す
る
委
員

会
を
設
置
す
る
。 

企
画
調
整
会
議
に
お
い
て
定

期
的
に
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

校
内
研
修
会
を
実
施
し
、
基
本

的
な
対
応
や
学
校
と
し
て
の
対

応
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

担
任
か
ら
事
例
（
過
去
の
経
験

等
）
を
聞
き
取
り
、
対
応
策
を
整

理
す
る
。 

保
護
者
・
地

域
・
教
育
委
員
会

と
連
携
す
る
。 

い
じ
め
問
題
に

対
す
る
指
導
体
制

を
整
備
す
る
。 

い
じ
め
問
題
に

対
す
る
教
職
員
の

意
識
改
革
と
共
通

理
解
を
図
る
。 

① 

具
体
的
な
改
善
策 

② 

具
体
的
な
改
善
策
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管理職用 事例問題 

 
 
１ 次の事例を読み、学校の組織的取組みについて考えます。 
 

【校内組織や専門機関を活用し対応した事例】 
 

Ａは、服装に無頓着であり、持ち物の整理も雑である。また、当

番活動でも最後まで友達と一緒にやり通すことができないため、最

近、友達から悪口を言われ、いじめられるようになっていた。 

ある日、Ａの保護者から「Ａは、軽度発達障害があるのではない

か。」、「友達とのかかわりが、最近、特に心配である。いじめを受

けているのではないか。」と、相談があった。 

担任は、副校長、特別支援教育コーディネーターに相談し、アド

バイスをもらった。 

そして、Ａの保護者に、「目印やマークを付けたり、具体物を使

ったりするなど、本人が分かりやすい工夫を学級でもしていく。」、

「友達との関係についてもソーシャルスキル・トレーニングを行

い、改善を図る。」、「教育相談センターで、専門的な相談を受ける

ことができる。」と、伝えた。 

その後、保護者の申し出で、教育相談センターで相談を受けるこ

ととなった。担任も保護者の同意を得て、教育相談センターの相談

員と連携し、あらためてＡの指導について見直すこととなった。 

現在、Ａの気になる行動やいじめに関する問題について、改善が

図られてきており、今後、主幹、特別支援教育コーディネーター、

担任、保護者、教育相談センター相談員との支援会議を開催すると

ともに、校内委員会でも定期的に確認することとなった。 
 

事例は、「いじめ問題」研究報告書 －いじめの心理と構造をふまえた解決の方策－ 
（東京都立教育研究所 平成 10 年 3 月発行）を参考に作成した。 
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２ 事例における課題の改善が図られた組織的な対応のポイントを挙げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 所属校の特徴をＳＷＯＴ分析の手法を用いて整理してください。 
「校内のいじめ防止」及び「軽度発達障害のある児童・生徒への指導」と関連し、所属
校の特徴を SWOT 分析でまとめてください。 
（参考）SWOT 分析とは、主にマーケティング戦略や企業戦略立案で使われる分析のフレームワークで、組織の強み

（Strength）、弱み（Weakness）、機会（Opportunity）、危機（Threat）の 4 種類の軸から評価する手法のことです。 

 プラス要因 マイナス要因 

校内の 
指導体制 

 
 

（S:強みとして働く場合） 
例）特別支援教育コーディネーター、カウン
セラーが十分機能している。 
 
 
 
 
 
 

（W：弱みとして働く場合） 
例）校内委員会で、いじめ問題に関する対応が、
具体的に検討されていない。 

外部関係機関
等との連携 

（O：機会として働く場合） 
例）教育委員会及び地域教育センターに専門
のカウンセラーがいて、定期的に相談して
いる。 
 
 
 
 
 
 

（T：危機として働く場合） 
例）地域の専門機関とあまり連携できていない。 
 
 
 
 
 
 

 
４ 所属校の特徴を生かした具体的な改善策を検討してください。 
管理職として、①上記の所属校の特徴をまとめ②「校内のいじめ防止」及び「軽度発達

障害のある児童・生徒への指導」を充実させるための具体的な改善策について、考えてく
ださい。 
①組織の特徴 
 
 
 

②課題解決に向けての具体的な改善策 
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管理職用研修運営資料 

 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1) 研修の目的  
① 管理職として、学校の特徴をつかみ、特徴を生かした具体的な改善策を検討する。 
② いじめ防止・対応と特別支援教育における軽度発達障害のある児童・生徒への対応
については、関連があるという認識にたち課題解決にあたる。 

(2) 研修の方法   SWOT 分析 
(3) 研修の対象  主に管理職 
(4) 研修の時間  約 90 分 
(5) 研修の展開例  
時間 研修内容 運営上の留意点 
５分 
 
 
 
10 分 
 
 
 
５分 
 
 
 
20 分 
 
 
 
 
 
 
 
30 分 
 
 
15 分 
 
５分 

１ 研修内容の連絡     
 
 
 
２ 事例の検討 
○P31 の２の設問を考え、記
入する。 

 
３ 指導・助言 
 
 
 
４ 自校の特徴を分析する。  
○P31 の３の設問を考え、記
入する。 

 
５ 具体的な改善案の検討 
○P31 の４の設問を考え、記 
入する。 

 
６ グループ協議  
 
 
７ グループ協議の発表 
 
８ 指導・助言       
 
９ 事務連絡 

○研修の目的（P32 1-(1)参照）を説明する。 
○管理職として具体的な改善策を考えることが
目的であることを伝える。 
 
○特別支援教育に関する事例であり軽度発達障
害と思われる児童・生徒への対応が書かれて
あることを説明する。 
 
○事例のポイント（P33 ２を参照）を解説し、
グループ協議を行う際に参考にすることを伝
える。 
 
○SWOT 分析を活用し、所属校の特徴を整理する。 
 
 
 
○具体的な改善策を検討する。 
（所属校の特徴をとらえ、具体的に、なにを、 

だれに、いつ、どのように行うのかを考える。） 

 
○５～６人程度のグループを編成し、各校の 
現状や改善策について SWOT 分析結果を基に、 
協議する。 
 
 
○P33 の３・４を基に指導・助言する。 
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２ 事例における課題の改善が図られた組織的な対応のポイント 
 
 
 
 
 

３ 所属校の特徴の整理 
学校の特徴をＳＷＯＴ分析の手法を用いて分析した例 
 プラス要因 マイナス要因 

校内の 
指導体制 
 

・特別支援教育コーディネーターや 
カウンセラーが機能している。 
・個別相談、指導ができる教室があ 
る。 
・保健室（養護教諭）が、精神的な 
面で教職員の支援をしている。 

・いじめ問題に対する PTA 活動が活 
発でない。 
・校内委員会で、いじめ問題に関す 
る対応が具体的に検討されていな 
い。 
・個別対応をできる教室がない。 
・教職員や保護者が、特別支援教育 
について理解していない。 

外部関係 
機関等との 
連携 

・教育委員会及び地域教育センター 
に専門のカウンセラーがいて、定 
期的に相談をしている。 
・学校運営連絡協議会に地域関係者 
が参加し、協力を得やすい。 
・地域の子ども家庭支援センターや 
児童相談所と連携ができている。 

・地域の専門機関とあまり連携でき 
ていない。 

・養護学校とのいじめ問題に関する 
日常的な情報交換等が、あまり行 
われていない。 
・行事等において地域との交流が行 
われていない。 

 

４ 所属校における方策の具体化 
【組織の特徴（例）】 
○校内の指導体制において、マイナス要因と比較して、プラス要因が多い。 
○外部機関等との連携において、プラス要因と比較して、マイナス要因が多い。 等 
【組織的対応のポイント】 
(1)プラス要因の有効活用 
○校内リソースの活用 
・養護教諭や特別支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー等に、校内研
修会等において情報提供をさせ、軽度発達障害のある児童・生徒への指導といじ
め問題について校内の共通理解を図る。 

○地域のリソースの活用 
・教育委員会や地域教育センター、子ども家庭支援センター等に協力を要請する。 

(2)マイナス要因への対応 
 ○課題に対して優先順位を付け、対応を図る。 
・マイナス要因については、課題の優先順位を考え、組織的な解決を図る。 

  ・あえてマイナス要因に対しての対策を重視するより、プラス要因を増やすことで、 
全体的な改善を図る。 

【課題解決に向けての具体的な取組み】 
○特別支援教育コーディネーターを中心に校内委員会を機能させる。 
○教職員の研修会（特別支援教育・いじめ等の諸問題）を開催し、共通理解を図る。 
○保護者に特別支援教育及び学校の諸課題についての説明を行う。 
○地域のセンター校（特別支援学校）に連絡をとり、今後の連携について協議する。 
○教育委員会に相談し、スクールカウンセラー等の活用を図る。 
○子ども家庭支援センター、児童相談所、警察等に情報提供を依頼する。 

 

○既存の校内組織の活用 
 校内委員会、特別支援教育コーディネーターを積極的に活用し対応した。 
○専門機関との連携 
 教育相談センター相談員と連携し、専門的な対応を図ることができた。 
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保護者向け資料 

以下の資料を参考にして、いじめ問題について考えます。 

１ 社会的にみて問題だと思う少年非行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 保護者がいじめに気付いたきっかけ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１：社会的にみて問題だと思う少年非行 
「少年非行問題等に関する世論調査（平成 13 年 11 月）内閣府大臣官房政府広報室」を基に作成 

9.0%

1.7%

15.5%

0.2%

10.9%

2.1%

9.0%

78.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

その他

分からない

子どもの友人やその保護者から報告があった

市区町村の教育委員会から報告があった

学校から報告があった

子どもの金遣いが荒くなった

子どもの身体に傷などをみつけた

本人が打ち明けた

49.2%

41.6%

35.0%

28.5%

24.9%

23.9%

20.9%

19.7%

48.4%

39.8%

38.7%

35.2%

21.9%

27.8%

24.0%

25.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

刃物などを使った殺傷事件

覚醒剤やシンナーなどの薬物の乱用

いじめの問題

ささいなことに腹を立てて暴力を振るう

飲酒・喫煙などの不良行為

いわゆるオヤジ狩りなどの強盗・恐喝事件

家庭内暴力など、家庭内での非行

不登校の問題

20歳以上

20歳未満 

資料２：保護者がいじめに気付いたきっかけ 
「学校制度に関する保護者アンケート（平成 18 年 11 月）内閣府」を基に作成 
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３ いじめられた時の児童・生徒の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ いじめの予防策として効果があると思われるもの 

 

 

５ いじめの発見のポイント 
 

 

 

 
 

56.2%

44.1% 

46.0% 

33.6% 

42.7% 

53.6%

27.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

日頃から子ども達に「いじめ」について啓発・指導を

する 

どの子どもが回答したか分からないように、「いじめ」

の実態に関するアンケートを定期的に実施する 

教員と子どもの触れあいの機会を充実させる 

教員の言動について学校側で指導・研修を行う 

保護者への詳細な報告・情報提供を定期的に行

う 

いじめる子どもに対する計画的・継続的な指導を行

う 

教育相談所・教育相談センター、児童相談所、警察等

と学校との連携を強化する 

【いじめの発見のポイント】 
家庭の情報から 
○服を汚してきたり、破いてきたり、傷などがあったりする。 
○お金の使い方が荒くなる。 
○不自然な電話がかかってきたり、呼び出されたりする。 
○妙にまとわりつくようになったり、逆に部屋に閉じこもりがちになったりする。 
○家族から話しかけられるのを避けたり嫌がったりする。 
○寝言が多くなったり、うなされたりしている。 

           人権教育プログラム（学校教育編）平成 18 年３月東京都教育委員会より 

資料３：いじめられた時の児童・生徒の対応 

「いじめ・登校拒否・校内暴力問題に関するアンケート調査（平成 9年 10・11 月調査）総務庁行政監察局」を基に作成

資料４：いじめの予防策として効果があると思われるもの 
「学校制度に関する保護者アンケート（平成 18年 11月）内閣府」を基に作成 
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保護者向け研修運営資料 

 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1) 研修の目的  
① いじめは重大な社会問題であり、学校と家庭、地域が連携して解決にあたらなけれ
ばならないことを理解する。 
② いじめ問題を解決するには、学校と家庭の連携や早期発見・早期対応が重要である
ことを理解し、具体的な発見のポイントを知る。 

(2) 研修の方法 講義 
(3) 研修の対象 主に保護者 
(4) 研修の時間 約 35 分 
(5) 研修時期  年度当初（４・５月） 
(6) 研修の展開例 
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
 
 
５分 
 
 
20分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 
 
 
 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 
 

 
２ 学校の指導方針の説明 
 
 
３ 講義 
 
 
(1)社会的非行といじめの問
題を説明する。 

(2)保護者が「いじめ」に気
付いたきっかけについて
説明する。 

(3)いじめられた時の児童・
生徒の対応について説明
する。 

(4)いじめの予防策として効
果があると思われるもの
について説明する。 

(5)いじめの発見のポイント
を説明する。 

 
４ 感想及び情報の交換 
 
 
 
 
 
５ 事務連絡 

○研修の目的（P36 1-(1)参照）を確認する。 
○学校と家庭が連携していじめ問題の解決に向け
て取り組む重要性を伝える。 
 
○各学校・学級におけるいじめ問題に対する指導 
方針を伝える。 
 
○講義では、保護者向け資料（P34～P35）を活用 
する。 
○各資料の説明については、指導・助言の内容（P37 
２参照）を参考にする。 
○いじめは重大な社会問題であることを確認する。 
○いじめられた児童・生徒又はいじめを見た児童 
・生徒は、教員や保護者に相談しており、教員 
や保護者が早期発見することが重要であること 
を確認する。 
 
 
○教員と保護者が連携して問題解決にあたること
が重要であることを伝える。 
 
○いじめの発見のポイント（P35 ５参照）を確 
認する。 
 
○感想や情報提供については、保護者に無理強い 
しないようにし、相談があれば、研修終了後、 
個別に受ける旨を伝える。 
○家庭と学校の連携が重要であることを強調し、 
何かあれば学校に連絡するように伝える。 
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２ 指導・助言の内容（参考資料の説明） 

(1) 資料 1（社会的にみて問題だと思う少年非行）について 

「少年非行問題等に関する世論調査」によると、「社会的にみて問題だと思う少年非行」

の第３位にいじめ問題が入っている。いじめ問題は、少年にとっても、大人から見ても、

身近で重大な問題としてとらえられている。 

(2) 資料２（保護者がいじめに気付いたきっかけ）について 

保護者が、いじめに気付いたきっかけとしては、「本人が打ち明けた(78.9%)」「子ども

の友人やその保護者から報告があった(15.5%)」「学校から報告があった(10.9%)」の順にな

っている。いじめを受けた児童・生徒のサインを保護者がしっかりと受け止めることが大

切であるとともに、保護者同士及び学校と保護者が連携し、早期発見・対応を行う必要が

ある。 

(3) 資料３（いじめられた時の児童・生徒の対応）について 

いじめられた時の対応としては「だれにも相談しないで我慢した（小学生 42.5%、中学

生 35.0%）」、「先生に相談した（小学生 39.0%、中学生 22.9％）」、「親に相談した（小学生

52.8%、中学生 31.3%）」である。教員や保護者は、いじめのサインを敏感に察知し、相談

を受けた際には、的確に対応することが求められる。 

(4) 資料４（いじめの予防策として効果があると思われるもの）について 

 学校側が対応するいじめの予防策として効果があると保護者が思っているものは、「日頃

から子ども達へいじめについての啓発・指導の実施（56.2%）」「いじめる子どもに対する計

画的・継続的な指導の実施(53.6%)」が挙げられた。学校として、これらの内容に家庭・地

域等と協力して取り組むことが求められている。 

(5) いじめの発見のポイントの確認 

家庭と学校で連携して、いじめの早期発見を行うことを確認する。学校でのいじめの発

見のポイントもあわせて紹介する。 
【人権教育プログラム（学校教育編）p.25 学級経営における人権課題「子ども」の指導参照 東京都教育委員会 平成 18 年 3月】 

 

３ 保護者研修会における配慮事項等 

(1) 過度な不安等を与えないようにする。 

(2) プライバシーや人権上の配慮をした説明や研修運営を行うようにする。 

(3) 実際にいじめ問題が発生している状況における研修では、「いじめを受けている児童・

生徒の保護者」「いじめをしている児童・生徒の保護者」が存在することを認識し、それ

ぞれに配慮した研修内容にする。 

(4) カウンセリング・マインドを意識して説明等を行うようにする。 

(5) 情報提供の場であるとともに、情報収集の場でもある。上記(2)(3)(4)について配慮し

ながら保護者からの情報を得られるようにする。 

(6) 保護者へ要求ばかりするのではなく、学校も積極的にかかわっていく姿勢を示し、誤

解を受けないように配慮する。 
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保護者向け研修運営資料 

 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(1) 研修の目的  
 ビデオ教材を活用して 
① いじめ問題への予防的な対応（学校と家庭との連携）について知る。 
② いじめ問題への具体的な対応（早期発見、いじめを受けている児童・生徒への対応 
等）について知る。 

(2) 研修の方法 ビデオ視聴・講義 
(3) 研修の対象 主に保護者 
(4) 研修の時間 約 60 分 
(5) 研修時期  随時 
(6) 研修の展開例  
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
 
 
５分 
 
 
25～
30分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10分 
 
 
10分 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 
 
 
２ 学校の指導方針の説明 
 
 
３ ビデオ教材の視聴 
＊ビデオ教材の内容は、以下
のものが挙げられる。 
 
 
①学校と家庭・地域が連携 
して取り組む事例を紹介
したビデオ 
②いじめ問題発生の背景や
原因等を紹介したビデオ 
③いじめを受けている子ど
もへの具体的な保護者の
対応を紹介したビデオ 

 
４ 感想及び情報の交換 
 
 
５ 研修のまとめ 
 
 
６ 事務連絡 

○研修の目的（P38 1-(1)）を確認する。 
○学校と家庭が連携していじめ問題の解決に向け
て取り組む重要性を伝える。 
 
○いじめ問題については、学校として組織的に対
応することを保護者に伝える。 
 
○研修の目的に応じたビデオ教材を選ぶ。 
 （参考資料８ 東京都教職員研修センター 人権教育
資料センター 人権課題「子ども」の内「いじめ」に

関する人権教育ビデオ教材一覧（P71～P73）を参考に

する。） 

 
【参考になるビデオ（例）】 
①「いじめへの挑戦-家庭・学校・地域のスクラム-」 

②「人権啓発ビデオ プレゼント」 

③「いじめ・親として」 

 
 
 
 
○保護者からの情報提供及び相談については、学
校は、随時、個別に対応する旨を伝える。 
 
○研修の目的に応じた研修のまとめをする。 
（P39 の２研修のまとめを参照） 
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２ 研修のまとめ 
(1) いじめ問題への予防的な対応（学校と家庭との連携）について知る研修 
  ①研修のまとめのポイント 
   ア いじめは重大な社会問題であり、学校と家庭、地域が連携して解決にあたらな

ければならない。 
   イ いじめ解消の重要なポイントは、いじめる側の指導に重点を置くことはもちろ

ん、「見て見ぬふり、知らないふり、自分とは関係ない」などとした、いじめに対
する傍観的態度の改善が必要である。保護者も積極的にいじめ問題に関心を示し、
かかわることが大切である。 

  ②活用できるビデオ教材例 
   「いじめへの挑戦－家庭・学校・地域のスクラム－」新生映画株式会社   
   「いじめ ゼロをめざして－家庭と学校の連携－」東映株式会社教育映像部 等 
 
 
 
(2) いじめ問題発生の背景や原因等を知り、いじめの早期発見・対応の重要性について知
る研修 
①研修のまとめのポイント 

   ア いじめは「どこの学校でも、どの子どもにも起こり得る」問題であることを十
分に認識する必要がある。 

   イ 日ごろから、児童・生徒等が発する危険信号を見逃さないようにして、いじめ
の早期発見に努めることが重要である。 

  ②活用できるビデオ教材例 
   「人権啓発ビデオ プレゼント」（財）人権教育啓発推進センター  等 
 
 
 
(3) いじめを受けている子どもへの保護者としての対応について知る研修 
①研修のまとめのポイント 

   ア いじめを受けている子どもに対して、保護者（及び学校）は、徹底して守り通
すという姿勢を示すことが重要である。 

   イ 情報収集等を通じ、事実関係の把握を学校等と連携して正確に行う。 
  ②活用できるビデオ教材例 
   「いじめ・親として」東映株式会社 教育映像部    等 
 
 
 
 
 
３ 人権教育資料センターの人権教育ビデオの貸し出しについて 
  東京都教職員研修センター人権教育資料センターには、いじめ問題を扱っているビデ
オが 44 本所蔵されています。道徳授業地区公開講座や保護者会での視聴も有効です。 
  ぜひ、御活用ください。（参考資料８ P71～P73） 
 
お問い合わせ：東京都教職員研修センター研修部教育開発課人権教育担当 03-5802-0306 

【ビデオ教材の内容】 
いじめ防止運動を進めてきたある町の、いじめへの挑戦の歩みやいじめにあった少女のドラ
マを通して、学校と家庭の連携の重要さを訴えています。 

【ビデオ教材の内容】 
誕生会のプレゼントをきっかけに起こったいじめの問題を分かりやすく描いています。 

【ビデオ教材の内容】 
上履きのまま帰宅した娘の様子をみて、いじめを受けていることに保護者は気付きます。わが
子がいじめにあった時、保護者はどうしたらよいか、その基本的な姿勢を示唆しています。 
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保護者向け資料 
 
１ 次の事例を読み、子どものサインの受け止め方について考えます。 
 

Ａは、いつも活発で学校の様子や友達との会話などを家庭でよく話してい 

た。しかし、二学期の中ごろから急に元気をなくしたように見え、学校の話

をほとんどしなくなった。 

保護者が担任のＢ教諭に相談したところ、Ｂ教諭は、「私も心配し、他の

教諭とも情報交換しながら対応を考えている。『職員室の前に一人でいるＡ

を見かけた。声をかけたが、何も言わず離れていってしまった。』『最近、

クラブに遅れてきたり早めに帰ってしまったりすることがあった。』などと

いう話を聞いている。」と話した。そして、学校と家庭で様子を見ながら状

況を連絡し合い、Ａを支援していくことを確認し合った。 

保護者は、それらの行動が、ＡのSOSのサインではないかと感じた。保護

者は、その日のうちにＡに声をかけ、「このごろ何だか元気がないね。悩み

事があるなら話してごらん。一人で抱え込むとつらくなるよ。」と言ったと

ころ、Ａは、「実は携帯電話に『Ａのうそつき』というメールが何度も届く。

友達が信じられなくなった。もう学校に行くこともやめようと思っていた。」

と自分の気持ちを話し始めた。 

 
事例は、学校教育相談推進資料「子どもの心が開くとき 子どもと心が通うとき」 

（東京都教育相談センター 平成 16 年３月発行）を参考に作成した。 
 
２ 事例では、保護者はどのようなところから子どものＳＯＳのサインを受け止めること
ができたのでしょうか。また、家庭では、他にどのようなサインから子どものＳＯＳを
受け止めることができるのか考えてください。 
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３ 子どものサインを感じたとき、家庭では次のような取組みができます。各項目を読み
ながら、確認してください。 

 
 家庭でできる取組み チェック項目 チェック 

１ 子どもの様子に気を配り、子どもが話しやすい雰囲気をつくりましょう。 
 

２ 
今まで仲のよかった子に、それとなく聞いてみましょう。「うちの子、ちょ 
っと気になるんだけれど、何か気が付いていることはない？」 

 

３ 
担任や養護教諭など、話のしやすい先生に聞いてみましょう。「最近、家で
○○なんですけれど、学校での様子で変わったところはありませんか？」「一
度、お話をしたいのですけれど、お時間をいただけますか？」 

 
 

４ 
保護者が心配していることを子どもに伝えましょう。「あなたの○○のと 
ころが気になって、私は、心配しているんだけれど・・・」 

 

５ 叱るのではなく、子どもの今の気持ちを真剣に聞いてあげましょう。 
 

６ 子どもの友達のことを安易に批判することは避けましょう。 
 

７ 自分の子ども時代の経験や思いを伝えてみましょう。 
 

８ 
家族の約束事を一方的に押し付けるのではなく、子どもが決めるように話し
合いましょう。 

 
 

９ 電話だけでなく、担任となるべく会って、話をしましょう。 
 

10 担任と一緒に考えていきましょう。 
 

11 担任に保護者が望んでいることを具体的にいくつか伝えましょう。 
 

12 保護者ができること、学校ができることを具体的にしていきましょう。 
 

 
「「子どものサイン 30 チェック表」早期対応の基本姿勢 家庭での取り組み（東京都教育相談センター）」 

を基に作成した。 
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保護者向け研修運営資料 
 
１ いじめ問題の解決に関する研修会について 
(3)  研修の目的  

日ごろから子どもの様子を把握し小さな変化を見逃さないようにするとともに、学 
校と家庭が連携しながら、いじめにつながる原因を素早く解決できるようにすること
の大切さを理解する。 

(2) 研修の方法 講義 
(3) 研修の対象 主に保護者 
(4) 研修の時間 約 40 分 
(5) 研修の時期 ７月又は長期休業日の前 
(6) 研修の展開例  
時間 研修内容 運営上の留意点 
３分 
 
５分 
 
５分 
 
 
10 分 
 
 
５分 
 
 
10 分 
 
 
２分 

１ 研修内容の連絡 
 

２ 学校の指導方針の説明 
 
３ 事例の検討（各自） 
○Ｐ40 の事例を読み、子ども
のサインについて考える。 

４ 講義 
○子どもの様々なサインにつ 
いて知る。 

５ 家庭での取組みを考える。 
 ○Ｐ41 の項目を確認する。 
 
６ 学校の取組みを紹介する。 
 
 
７ 事務連絡 

○研修の目的（Ｐ42 １-(1)参照）を説明する。 
○保護者向け研修資料（Ｐ40）を配布する。 
○各学校・学級におけるいじめ問題に対する指導方針
を伝える。 
 
 
 
○子どものサイン（Ｐ42 ２参照）を基に家庭での子
どものサインを紹介するとともに、学校がいつでも
相談を受け、積極的に協力していくことを伝える。 

○チェック表（Ｐ41）を配布する。 
○家庭でできる取組み（Ｐ43 ３参照）を基に１項目
ずつ読みながら、保護者と確認していく。 

○学校でのサインと取組み（Ｐ43 ４参照）を基に、
紹介し、学校と家庭が連携して子どものサインを受
け止めていくことを伝える。 

２ 家庭で受け止めることができる子どものサイン 

事
例 

○急に元気をなくし、家庭で学校の話をほとんどしなくなった。 
○「職員室の前に一人でいる。」「部活に遅れたり早く帰ったりする。」等の様子を聞いた。 

そ
の
他 

○電話の相手が今までと変わったり家族に聞かれないように話をしたりする。 
○帰宅が遅くなる。又は夜間に外出するようになる。 
○「疲れた。」「先生がいやだ。」「ついていけない。」など学校生活についての訴えが増える。 
○再三、「外泊をしたい。」と要求するようになる。 
○朝になると、腹痛や倦怠感など体の不調を訴え、登校を渋るようになる。 
○保護者や家族との会話がスムーズにいかなくなる。 
○自宅で食事をとらなくなる。 
○持ち物が急に増える。 
○友達の誘いを断ることが多くなる。 
○家族に対して、やたらに厳しくなる。 
○「眠れない。」「寝付けない。」と訴えるようになる。 
○家族に秘密にしたがる。 
○表情が暗くなる。 
○家族と視線を合わせない。 
○生活のリズムが崩れ、昼夜が逆転する。 
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３ 子どものサインに対して家庭でできる取組みとポイント（下線） 
○子どもの様子に気を配り、子どもが話しやすい雰囲気をつくり、安心させること。 
○今まで仲のよかった子に、それとなく聞いて、変化の原因を把握すること。 
○担任や養護教諭などに心配なことを相談すること。 
○保護者が心配している気持ちを子どもにも伝え、信頼感を与えること。 
○叱るのではなく、子どもの今の気持ちを真剣に聞く姿勢をもち、安心させること。 
○子どもの友達のことを安易に批判し、解決の糸口を他に向けないようにすること。 
○自分の子ども時代の経験や思いを伝え、自信をもてるようにすること。 
○家族との約束事は子どもが決めるように話し合い、主体的に行動できるようにすること。 
○担任となるべく会って話をして、気持ちや考えを正確に伝えるようにすること。 
○一緒に考えていくようにして、一方的な解決方法をとらないようにすること。 
○保護者が望んでいることを具体的に伝え、よりよい解決方法を見付けていくこと。 
○保護者ができること、学校ができることを具体的にして、協力体制をつくること。  
４ 学校で受け止められる子どものサインと取組み 
 学校で受け止められる子どものサインと取組みの例を示したものである。保護者に紹介するとと 
もに、教員自身が日ごろの教育活動の中で意識していくことが大切である。 

学
校
で
受
け
止
め
ら
れ
る
子
ど
も
の
サ
イ
ン 

○休日の翌日に欠席することが多い。 
○欠席理由は風邪だが、ずるずると長引いたり、断続的に繰り返されたりして欠席日数が増
える。 
○特定の教科のある日に欠席する。 
○遅刻・早退が増える。 
○授業開始後、一人遅れて教室に入ってくる。 
○授業中に落ち着きがなくなったり、手いたずらしたりする。 
○教員と視線を合わせない。 
○感情まかせの文字や筆圧の弱々しい文字を書く。 
○休み時間に他の児童・生徒と交わらない。 
○投げやりな言動、ふざけをする。 
○職員室の近くにいることが多い。 
○昼食時、元気なく、一人で食べる。 
○部活動や委員会に出たがらなかったり、やめたがったりする。 
○友達や先生に対して厳しい態度を示す。 
○体の不調を訴え、保健室に行くことが多くなる。 

学
校
で
の
取
組
み 
○意図的に子どもに声かけをする。 
○前担任、養護教諭、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、専科教員、部活動顧問などから情報を集め、整理する。 
○保護者に学校での様子を連絡し、必要な場合は、直接会って話をする。 
○子どもたちが、学級の中で自己存在感や自信をもてるよう指導を工夫する。 
○自己理解、自立のための活動を設定し、「生き方」の指導を行う。 
○学級の人間関係に気を配り、誰にとっても居場所となる温かい集団づくりに努める。 
○互いのよさや違いを認め合うことができる活動を準備し、共感的な人間関係や信頼関係を
築く。 
○共同の体験ができる集団活動を重視する。 
○学級や学校生活の向上を目指す目標を話し合い、自分の学級や学校への誇りを育てる。 
○学校ができることを具体的にいくつか提案し、保護者と一緒に考えるようにする。 

 「子どものサイン 30 チェック表（東京都教育相談センター）」を基に作成した。 
５ 研修資料活用上の留意点 
(1)参考資料５「いじめ防止のための資料」（Ｐ65）の活用もできる。 
(2) 学校も児童・生徒のサインを十分に受け止めていくことを説明し、学校と家庭が協力していく
ことで早期に児童・生徒の変化をとらえ、より適切に対応できることを伝える。 
(3) 学校は、いつでも保護者の相談を受け、全校体制で児童・生徒の指導にあたる姿勢を示し、安
心感を与えるようにする。 
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苦
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ら
れ
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○
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／
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潜
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／
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①
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さ
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れ
る
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を
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な
友
だ
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と
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て
、
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た
た
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く
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止
め
、
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緒
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め
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友
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／
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携
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い
じ
め
ら
れ
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殺
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す
る
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で
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の
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う
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か
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メ
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ッ
チ
で
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り
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、
自
制
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、
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ち
に
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、
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ラ
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築
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す
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。
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作
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か
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「
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じ
め
｣
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問
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で
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ん
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お
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、
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ど
も
た
ち
の
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の
叫
び
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じ
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○
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じ
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迫
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じ
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ら
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。
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じ
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ロ
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じ
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叫
び
、
こ
れ
に
対
応
し
た
親
･
学
校
（
教
委
を
含

む
）
･
地
域
の
人
々
の
行
動
を
ど
う
み
る
べ
き
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
じ
っ
く
り
話
し
合
い
、
論
議
し
て
、
い

じ
め
絶
滅
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携
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じ
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研

制
作
／
学
研

い
じ
め
は
誰
の
責
任

1
0

い

9

思
い
や
り
の
心
、
自
制
す
る
心
、
相
手
の
気
持
ち
に
共
感
す
る
心
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
豊
か
な
心
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
、
初
等
教
育
か
ら
見
直
し
、
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
作
品
は
楽
し
く
分
か

り
易
い
昔
話
を
テ
キ
ス
ト
に
、
「
い
じ
め
｣
と
い
う
問
題
を
個
々
で
考
え
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
た
め
の
素
材

で
す
。

ア
ニ
メ

○
○

1
2
分

企
画
／
東
映

制
作
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
房

い
じ
め
っ
子
ザ
ル
と
正
直
か
に
さ

ん
9

い

7
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
先
生
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
叫
び
届
い
て
ま
す
か
？
い
じ
め
根
絶
に
は
、
日
常
の

中
で
悩
み
を
も
っ
た
子
ど
も
の
S
O
S
を
速
や
か
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
い
じ
め
に
あ
っ
た
少

女
の
ド
ラ
マ
を
通
し
て
、
家
庭
と
学
校
の
連
携
の
重
要
さ
を
訴
え
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
3
0
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

い
じ
め
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

8
い

1
0

上
履
き
の
ま
ま
で
帰
宅
し
た
娘
（
中
２
）
の
様
子
の
変
化
か
ら
父
と
母
は
わ
が
子
の
い
じ
め
に
気
付
き
ま
す
。

し
か
し
本
人
は
そ
の
こ
と
を
認
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
両
親
は
・
・
・
。
わ
が
子
が
い
じ
め
に
あ
っ

た
時
、
親
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
そ
の
基
本
的
な
姿
勢
を
示
唆
し
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
3
0
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

い
じ
め
・
親
と
し
て

7
い

8

あ
る
ク
ラ
ス
の
生
徒
同
士
の
討
論
を
通
し
て
、
い
じ
め
の
底
に
あ
る
心
の
問
題
に
迫
り
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ

る
つ
ら
さ
、
い
じ
め
る
側
の
苛
立
ち
、
そ
の
本
音
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
の
中
か
ら
、
中
学
生
た
ち
が
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
一
人
一
人
が
も
つ
命
の
重
さ
に
気
付
く
過
程
を
描
き
、
語
り
合
う
こ
と
、
理
解
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
5
分

企
画
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ

制
作
／
東
映

い
じ
め
―
中
学
生
激
論
ド
ラ
マ
―

6
い

7
い
じ
め
を
克
服
す
る
条
件
は
次
の
３
つ
だ
と
訴
え
ま
す
。
１
、
い
じ
め
は
犯
罪
で
あ
り
絶
対
に
許
し
て
は

な
ら
な
い
。
２
、
い
じ
め
ら
れ
っ
子
に
責
任
が
あ
る
と
は
言
わ
な
い
。
３
、
傍
観
者
に
な
ら
な
い
。

ド
ラ
マ

○
○

3
6
分

企
画
／
東
映

制
作
／
新
生
映
画

い
じ
め
―
そ
の
実
態
と
克
服
の
道

を
探
る

5
い

1
0

い
じ
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
大
人
が
い
じ
め
を
発
見
す
る
方
法
に
つ
い
て
。
な
ぜ
、
親
や
学
校
(
教
師
)
に
相
談

で
き
な
い
の
か
。
教
育
専
門
家
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
精
神
科
医
に
よ
る
分
析
か
ら
、

“ い
じ
め

” に
つ
い
て
学

校
と
親
と
の
責
任
を
解
析
し
ま
す
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

○
3
0
分

企
画
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

制
作
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

い
じ
め
シ
リ
ー
ズ
③
問
い
か
け

「
大
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

4
い

1
0

い
じ
め
に
は
常
に
多
く
の
傍
観
者
が
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
派
。
彼
ら
に
は
彼
ら
の
言
い

分
が
あ
る
の
で
す
。
｢
傍
観
者
が
な
ぜ
悪
い
の
だ
｣
と
。
し
か
し
、
彼
ら
の
存
在
こ
そ
が
実
は
い
じ
め
の
有
無

に
極
め
て
大
き
な
か
か
わ
り
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
彼
ら
が
主
人
公
と
な
っ

て
展
開
さ
れ
る
<
も
う
一
つ
の
い
じ
め
>
の
ド
ラ
マ
で
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
3
0
分

企
画
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

制
作
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

い
じ
め
シ
リ
ー
ズ
②
ド
ラ
マ

「
僕
は
死
に
た
く
な
い
」

3
い

1
0

手
紙
に
何
度
も
登
場
す
る
「
自
殺
」
と
「
死
」
の
文
字
を
通
し
、
そ
の
心
の
プ
ロ
セ
ス
、
苦
し
さ
、
悲
し
さ

…
。
い
じ
め
る
側
の
心
理
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
隠
さ
れ
た

“ い
じ
め

” か
ら
の
逃
避
。

“ い
じ
め

” は
な
く
せ
な

い
の
か
。
突
然
わ
が
子
を
失
っ
た
親
の
悲
し
み
を
清
輝
君
の
お
母
さ
ん
が
語
り
ま
す
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

○
3
0
分

企
画
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

制
作
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

い
じ
め
シ
リ
ー
ズ
①
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
「
1
0
0
0
の
叫
び
！
」

2
い

1
4

い
じ
め
が
原
因
で
自
殺
し
た
３
人
の
中
学
生
が
訴
え
る
心
の
叫
び
、
こ
れ
に
対
応
し
た
親
･
学
校
（
教
委
を
含

む
）
･
地
域
の
人
々
の
行
動
を
ど
う
み
る
べ
き
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
じ
っ
く
り
話
し
合
い
、
論
議
し
て
、
い

じ
め
絶
滅
を
め
ざ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
互
い
に
何
を
ど
う
す
る
の
が
よ
い
か
を
掘
り
下
げ
よ
う
と
い
う
基
本
方

針
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

○
○

3
1
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

生
き
て
い
る
の
が
こ
わ
い

－
い
じ
め
、
悲
痛
な
叫
び
－

1
い

保 護 者

教 職 員

大 学 生 ・ 一 般

高 校 生

中 学 生

小 学 生 高 学 年

小 学 生 低 学 年

幼 児
子
ど
も

購
入
年
度

内
容

種
別

対
象

時 間
企
画
・
制
作

ビ
デ
オ
名

記
号

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
資
料
セ
ン
タ
ー

人
権
課
題
｢
子
ど
も
｣
の
内
「
い
じ
め
」
に
関
す
る
人
権
教
育
ビ
デ
オ
教
材
一
覧
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4
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

1
0

と

2
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

9
と

1
6

３
人
家
族
の
娘
が
「
せ
っ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
転
校
生
の
い
じ
め
に
つ
い
て
話
し
出
す
。
保
護
者
・
教
員
へ
の

啓
発
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
○

○
○

3
4
分

東
映

直
木
賞
受
賞
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｆ
」
よ

り
セ
ッ
ち
ゃ
ん

1
8

せ

1
1

ア
キ
ラ
は
ド
ン
チ
ャ
ン
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
。
い
じ
め
の
矛
先
を
か
わ
す
た
め
、
も

や
も
や
し
た
気
分
の
ま
ま
傍
観
す
る
ア
キ
ラ
。
ド
ン
チ
ャ
ン
が
学
校
に
来
な
く
な
っ
た
あ
る
日
、
お
で
ん
屋

さ
ん
の
お
じ
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
で
す
。

ア
ニ
メ

○
○

2
1
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

し
ら
ん
ぷ
り

1
4

し

1
2

た
び
重
な
る
い
じ
め
に
耐
え
か
ね
た
健
一
（
中
１
）
は
自
殺
を
図
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
一
命
を
取
り
と
め
ま

す
。
入
院
先
で
同
室
に
な
っ
た
純
（
中
２
）
は
、
難
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
が
、
夢
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
ま

し
た
。
ひ
た
む
き
に
生
き
た
純
の
姿
は
、
死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
健
一
に
、
深
い
感
銘
を
残
し
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

2
0
分

企
画
／
北
九
州
市
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

純
が
く
れ
た
命

1
0

し

8
い
じ
め
に
あ
っ
た
２
人
の
中
学
生
の
両
親
の
痛
恨
の
思
い
を
通
し
、
い
じ
め
が
人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
ま
す
。
早
い
段
階
で
の
親
の
在
り
方
を
具
体
的
に
提
示
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
取
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

○
3
5
分

企
画
／
新
生
映
画
社

制
作
／
新
生
映
画
社

心
の
叫
び
が
き
こ
え
ま
す
か

6
こ

1
1

い
じ
め
グ
ル
ー
プ
が
分
裂
し
て
派
閥
を
つ
く
り
、
ク
ラ
ス
を
巻
き
込
ん
だ
対
立
を
始
め
ま
し
た
。
い
つ
し
か

い
じ
め
の
標
的
は
中
立
を
保
つ
公
子
の
方
へ
向
い
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
聡
は
そ
の
時

…
。

ド
ラ
マ

○
○

○
2
0
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

ク
ラ
ス
メ
イ
ト

3
く

8
い
じ
め
に
よ
っ
て
言
葉
を
奪
わ
れ
て
い
た
幸
子
が
、
文
化
祭
の
劇
の
主
役
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て

私
が
い
じ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
！
！
」
幸
子
の
心
か
ら
の
叫
び
が
、
み
ん
な
の
心
を
震
わ
せ
ま
し

た
。

ア
ニ
メ

○
○

4
0
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

く
も
り
の
ち
晴
れ

2
く

1
1

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
話
が
で
き
な
い
５
歳
の
ま
あ
ち
ゃ
ん
が
、
い
じ
め
や
い
ろ
い
ろ
な

障
害
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
温
か
な
家
族
に
見
守
ら
れ
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
、
姉
で
あ
る
「
か
よ
」
の
立
場

か
ら
描
い
て
い
き
ま
す
。
ま
あ
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
心
温
ま
る
ふ
れ
あ
い
は
感
動
的
で
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
4
8
分

企
画
／
共
和
教
育
映
画
社

制
作
／
共
和
教
育
映
画
社

が
ん
ば
れ
ま
あ
ち
ゃ
ん

1
3

か

1
5

ナ
ナ
ち
ゃ
ん
は
、
丘
の
上
に
住
む
ヤ
ギ
一
家
の
７
匹
の
兄
妹
の
末
っ
子
で
す
。
両
親
兄
弟
の
大
き
な
愛
を
受

け
、
お
お
ら
か
に
の
び
の
び
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
起
こ
る
動
物
た
ち
と
狼
の
物
語
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
4
分

販
売
／
教
配

い
じ
め
っ
こ
狼
と
ナ
ナ
ち
ゃ
ん

字
幕
ス
ー
パ
ー
版

2
9

い

1
5

こ
の
作
品
を
通
し
て
、
「
い
じ
め
」
に
は
「
嘘
」
「
噂
」
「
勘
違
い
」
「
作
り
話
」
が
深
く
か
ら
ん
で
い
る

こ
と
に
気
付
か
せ
ま
す
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

○
○

○
○

1
3
分

製
作
・
著
作
／

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
房
わ
組

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
（
株
）

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
！

金
太
郎
心
の
ち
か
ら
も
ち

2
8

い

1
2

ど
こ
に
で
も
あ
る
昼
休
み
の
教
室
。
「
あ
あ

…
こ
れ
で
や
っ
と
地
獄
か
ら
解
放
さ
れ
る

…
祈
り
な
が
ら
眠
る

日
々
は

…
も
う
、
お
し
ま
い

…
。
」
こ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
落
ち
て
い
く
慧
佳
。
彼
女
の
う
け
た
い
じ
め
と

自
殺
し
た
あ
と
に
残
さ
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
生
活
を
描
き
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
5
分

企
画
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
房

わ
組

制
作
／
教
配

い
じ
め
1
4
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

1
9

い

1
2

い
じ
め
の
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
し
、
「
い
じ
め
な
い
」
「
い
じ
め
ら
れ
な
い
」
た
め
に
自
我
を
育
て

る
授
業
の
進
め
方
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
上
で
「
い
じ
め
」
へ
の
対
処
の
基
本
と
心
の
ケ
ア
の
在
り
方
を
臨

床
の
プ
ロ
の
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
○

3
0
分

企
画
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

制
作
／
教
配

「
い
じ
め
」
を
考
え
る

「
い
じ
め
」
の
対
処
と
心
の
ケ
ア

1
8

い

1
5

中
学
2
年
生
の
神
山
翼
は
、
執
拗
な
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
を
隠
し
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
同
じ
よ
う
に
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
幼
な
じ
み
の
日
向
翔
子
や
担
任
教
師
、
子
ど

も
の
悩
み
電
話
相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ら
と
の
交
流
を
通
し
て
、
次
第
に
柔
軟
な
自
我
を
培
い
「
い
じ
め

と
い
か
に
付
き
合
っ
て
い
く
か
」
を
学
び
始
め
る
。

ド
ラ
マ

○
○

○
○

3
0
分

制
作
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

「
い
じ
め
」
を
考
え
る

～
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ
～

1
7

い

1
1

い
じ
め
を
一
人
で
抱
え
込
み
、
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
非
常
に
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
作
品
で
は
、

元
い
じ
め
ら
れ
っ
子
た
ち
が
い
か
に
い
じ
め
を
克
服
し
た
か
、
そ
の
体
験
談
を
語
り
ま
す
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

1
5
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

い
じ
め
を
考
え
る
④
い
じ
め
を
克

服
す
る

1
6

い

1
1

い
じ
め
の
根
絶
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。
今
を
生
き
る
中
学
生
は
「
い
じ
め
」
や
「
友
達
」
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
中
学
生
に
考
え
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

1
4
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

い
じ
め
を
考
え
る
③
今
・
中
学
生

と
し
て

1
5

い

4
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

1
0

と

2
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

9
と

1
6

３
人
家
族
の
娘
が
「
せ
っ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
転
校
生
の
い
じ
め
に
つ
い
て
話
し
出
す
。
保
護
者
・
教
員
へ
の

啓
発
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
○

○
○

3
4
分

東
映

直
木
賞
受
賞
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｆ
」
よ

り
セ
ッ
ち
ゃ
ん

1
8

せ

1
1

ア
キ
ラ
は
ド
ン
チ
ャ
ン
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま
し
た
。
い
じ
め
の
矛
先
を
か
わ
す
た
め
、
も

や
も
や
し
た
気
分
の
ま
ま
傍
観
す
る
ア
キ
ラ
。
ド
ン
チ
ャ
ン
が
学
校
に
来
な
く
な
っ
た
あ
る
日
、
お
で
ん
屋

さ
ん
の
お
じ
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
で
す
。

ア
ニ
メ

○
○

2
1
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

し
ら
ん
ぷ
り

1
4

し

1
2

た
び
重
な
る
い
じ
め
に
耐
え
か
ね
た
健
一
（
中
１
）
は
自
殺
を
図
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
一
命
を
取
り
と
め
ま

す
。
入
院
先
で
同
室
に
な
っ
た
純
（
中
２
）
は
、
難
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
が
、
夢
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
ま

し
た
。
ひ
た
む
き
に
生
き
た
純
の
姿
は
、
死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
健
一
に
、
深
い
感
銘
を
残
し
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

2
0
分

企
画
／
北
九
州
市
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

純
が
く
れ
た
命

1
0

し

8
い
じ
め
に
あ
っ
た
２
人
の
中
学
生
の
両
親
の
痛
恨
の
思
い
を
通
し
、
い
じ
め
が
人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
ま
す
。
早
い
段
階
で
の
親
の
在
り
方
を
具
体
的
に
提
示
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
取
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

○
3
5
分

企
画
／
新
生
映
画
社

制
作
／
新
生
映
画
社

心
の
叫
び
が
き
こ
え
ま
す
か

6
こ

1
1

い
じ
め
グ
ル
ー
プ
が
分
裂
し
て
派
閥
を
つ
く
り
、
ク
ラ
ス
を
巻
き
込
ん
だ
対
立
を
始
め
ま
し
た
。
い
つ
し
か

い
じ
め
の
標
的
は
中
立
を
保
つ
公
子
の
方
へ
向
い
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
聡
は
そ
の
時

…
。

ド
ラ
マ

○
○

○
2
0
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

ク
ラ
ス
メ
イ
ト

3
く

8
い
じ
め
に
よ
っ
て
言
葉
を
奪
わ
れ
て
い
た
幸
子
が
、
文
化
祭
の
劇
の
主
役
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て

私
が
い
じ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
！
！
」
幸
子
の
心
か
ら
の
叫
び
が
、
み
ん
な
の
心
を
震
わ
せ
ま
し

た
。

ア
ニ
メ

○
○

4
0
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

く
も
り
の
ち
晴
れ

2
く

1
1

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
話
が
で
き
な
い
５
歳
の
ま
あ
ち
ゃ
ん
が
、
い
じ
め
や
い
ろ
い
ろ
な

障
害
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
温
か
な
家
族
に
見
守
ら
れ
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
、
姉
で
あ
る
「
か
よ
」
の
立
場

か
ら
描
い
て
い
き
ま
す
。
ま
あ
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
心
温
ま
る
ふ
れ
あ
い
は
感
動
的
で
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
4
8
分

企
画
／
共
和
教
育
映
画
社

制
作
／
共
和
教
育
映
画
社

が
ん
ば
れ
ま
あ
ち
ゃ
ん

1
3

か

1
5

ナ
ナ
ち
ゃ
ん
は
、
丘
の
上
に
住
む
ヤ
ギ
一
家
の
７
匹
の
兄
妹
の
末
っ
子
で
す
。
両
親
兄
弟
の
大
き
な
愛
を
受

け
、
お
お
ら
か
に
の
び
の
び
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
起
こ
る
動
物
た
ち
と
狼
の
物
語
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
4
分

販
売
／
教
配

い
じ
め
っ
こ
狼
と
ナ
ナ
ち
ゃ
ん

字
幕
ス
ー
パ
ー
版

2
9

い

1
5

こ
の
作
品
を
通
し
て
、
「
い
じ
め
」
に
は
「
嘘
」
「
噂
」
「
勘
違
い
」
「
作
り
話
」
が
深
く
か
ら
ん
で
い
る

こ
と
に
気
付
か
せ
ま
す
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

○
○

○
○

1
3
分

製
作
・
著
作
／

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
房
わ
組

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
（
株
）

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
！

金
太
郎
心
の
ち
か
ら
も
ち

2
8

い

1
2

ど
こ
に
で
も
あ
る
昼
休
み
の
教
室
。
「
あ
あ

…
こ
れ
で
や
っ
と
地
獄
か
ら
解
放
さ
れ
る

…
祈
り
な
が
ら
眠
る

日
々
は

…
も
う
、
お
し
ま
い

…
。
」
こ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
落
ち
て
い
く
慧
佳
。
彼
女
の
う
け
た
い
じ
め
と

自
殺
し
た
あ
と
に
残
さ
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
生
活
を
描
き
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
5
分

企
画
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
房

わ
組

制
作
／
教
配

い
じ
め
1
4
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

1
9

い

1
2

い
じ
め
の
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
し
、
「
い
じ
め
な
い
」
「
い
じ
め
ら
れ
な
い
」
た
め
に
自
我
を
育
て

る
授
業
の
進
め
方
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
上
で
「
い
じ
め
」
へ
の
対
処
の
基
本
と
心
の
ケ
ア
の
在
り
方
を
臨

床
の
プ
ロ
の
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
○

3
0
分

企
画
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

制
作
／
教
配

「
い
じ
め
」
を
考
え
る

「
い
じ
め
」
の
対
処
と
心
の
ケ
ア

1
8

い

1
5

中
学
2
年
生
の
神
山
翼
は
、
執
拗
な
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
を
隠
し
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
同
じ
よ
う
に
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
幼
な
じ
み
の
日
向
翔
子
や
担
任
教
師
、
子
ど

も
の
悩
み
電
話
相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ら
と
の
交
流
を
通
し
て
、
次
第
に
柔
軟
な
自
我
を
培
い
「
い
じ
め

と
い
か
に
付
き
合
っ
て
い
く
か
」
を
学
び
始
め
る
。

ド
ラ
マ

○
○

○
○

3
0
分

制
作
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

「
い
じ
め
」
を
考
え
る

～
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ
～

1
7

い

1
1

い
じ
め
を
一
人
で
抱
え
込
み
、
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
非
常
に
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
作
品
で
は
、

元
い
じ
め
ら
れ
っ
子
た
ち
が
い
か
に
い
じ
め
を
克
服
し
た
か
、
そ
の
体
験
談
を
語
り
ま
す
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

1
5
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

い
じ
め
を
考
え
る
④
い
じ
め
を
克

服
す
る

1
6

い

1
1

い
じ
め
の
根
絶
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。
今
を
生
き
る
中
学
生
は
「
い
じ
め
」
や
「
友
達
」
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
中
学
生
に
考
え
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ド
キ
ュ

メ
ン
タ

リ
ー

○
○

1
4
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

い
じ
め
を
考
え
る
③
今
・
中
学
生

と
し
て

1
5

い
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8
い
じ
め
や
同
和
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
児
童
が
自
ら
の
力
で
、
そ
の
不
当
性
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の
大
切
さ
、

さ
ら
に
無
関
心
な
層
を
、
被
差
別
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
層
に
変
え
て
い
く
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
も
っ

て
い
る
気
付
か
ざ
る
差
別
意
識
や
優
越
感
に
気
付
く
こ
と
の
重
要
さ
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

2
5
分

企
画
／
長
野
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会

制
作
／
東
映

私
は
負
け
な
い

1
8

わ

7
転
校
し
て
き
て
い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け
る
小
学
６
年
の
秋
子
。
学
級
の
他
の
児
童
の
様
々
な
対
応
の
姿

を
描
き
な
が
ら
、
直
接
差
別
す
る
者
だ
け
で
な
く
、
実
は
、
周
り
で
差
別
が
悪
い
と
知
り
な
が
ら
傍
観
的
な

立
場
を
と
っ
て
い
る
子
ど
も
も
、
差
別
を
支
え
温
存
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

1
5
分

企
画
／
北
九
州
市
教
育
委
員
会

制
作
／
学
研

わ
た
し
だ
け
が

9
わ

1
1

「
イ
ヤ
だ
」
を
我
慢
し
す
ぎ
た
ワ
オ
く
ん
は
、
あ
る
日
、
火
を
噴
い
て
大
暴
れ
。
幼
児
が
自
分
と
相
手
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
、
仲
良
く
な
る
ま
で
を
、
愉
快
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
応
援
歌
で
描

き
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

企
画
／
北
九
州
市

制
作
／
電
通
九
州

ワ
オ
く
ん
の
は
ね

1
わ

1
5

さ
く
ら
小
学
校
5
年
1
組
3
3
人
は
、
「
3
0
人
3
1
脚
」
の
競
技
の
挑
戦
を
始
め
ま
す
。
大
会
で
は
、
出
場
人
数
が

３
０
人
と
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
5
年
1
組
は
3
人
が
出
場
で
き
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
の
中
に
は
、
不
登
校
の
健

太
、
足
に
障
害
の
あ
る
亜
弥
、
運
動
の
苦
手
な
通
称
ゴ
ン
が
い
て
、
こ
の
３
人
が
当
然
外
れ
る
と
い
う
暗
黙

の
雰
囲
気
が
流
れ
る
が

ア
ニ
メ

○
○

○
1
8
分

企
画
／
北
九
州
市
・
北
九
州
市
教
育
委
員

会 制
作
／
株
式
会
社
ア
ク
シ
ス

よ
～
い
ド
ン
！

1
よ

7
小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
凄
い
選
手
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
誠
の
お
陰
で
練
習
に
も
一
層
力
が
入
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
日
を
追
う
に
し
た
が
っ
て
誠
に
対
す
る
太
志
た
ち
の
態
度
が
お
か
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
と
友
情
を
バ
ッ
ク
に
い
じ
め
や
差
別
を
許
さ
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
7
分

企
画
／
名
古
屋
市

制
作
／
東
映

友
情
の
キ
ッ
ク
オ
フ
！

2
ゆ

6
小
4
の
真
由
美
は
、
転
入
し
て
き
た
や
え
が
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。
い
じ
め
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
に
波
及
し
て
い
く
う
ち
に
、
真
由
美
の
心
に
や
え
に
対
す
る
同
情
の
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
3
1
分

企
画
／
学
研

制
作
／
学
研

や
え
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し

1
や

1
1

高
木
光
司
は
、
中
学
三
年
生
。
真
面
目
で
几
帳
面
な
性
格
で
す
が
、
そ
れ
で
は
嫌
わ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
み
ん
な
の
前
で
は
お
ど
け
て
振
る
舞
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は
本
当
の
自
分
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
か
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
友
達
の
だ
ら
し
な
い
行
為
を
見
る
こ
と
が
重
な
っ
た
あ
る
日
、
光

司
は
鬱
屈
し
た
思
い
を
爆
発
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

○
○

3
2
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

ま
じ
め
で
悪
い
か
！

2
ま

1
0

こ
の
作
品
は
、
弱
い
も
の
へ
の
慈
し
み
や
命
の
尊
さ
を
基
本
に
、
誰
の
心
に
も
い
じ
め
虫
が
い
る
こ
と
、
い

じ
め
と
い
う
行
為
が
い
か
に
醜
く
、
無
益
で
あ
る
か
を
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
特
性
を
活
用
し
て
描
い
て
い

き
ま
す
。
命
と
は
？
人
間
と
は
？
い
じ
め
と
は
？
こ
の
作
品
は
一
人
一
人
の
心
に
直
接
問
い
か
け
る
物
語
で

す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
4
分

企
画
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
棒
房
わ
組

制
作
／
教
配

負
け
る
な
！
千
太

1
ま

8

服
装
の
汚
れ
か
ら
、
「
す
す
け
の
マ
ー
ヤ
ン
」
と
あ
だ
名
さ
れ
、
差
別
に
苦
し
む
小
学
3
年
の
正
夫
の
例
を
取

り
上
げ
、
そ
う
し
た
差
別
の
不
当
さ
に
目
を
向
け
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
差
別
行
為
に
対
し
て
傍
観

者
的
な
周
囲
の
児
童
の
態
度
も
問
題
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
の
問
題
を
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
5
分

企
画
／
北
九
州
市

制
作
／
学
研

ぼ
く
だ
っ
て
き
れ
い
に
し
た
い
ん

だ
4

ほ

7

服
装
の
汚
れ
か
ら
、
「
す
す
け
の
マ
ー
ヤ
ン
」
と
あ
だ
名
さ
れ
、
差
別
に
苦
し
む
小
学
3
年
の
正
夫
の
例
を
取

り
上
げ
、
そ
う
し
た
差
別
の
不
当
さ
に
目
を
向
け
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
差
別
行
為
に
対
し
て
傍
観

者
的
な
周
囲
の
児
童
の
態
度
も
問
題
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
の
問
題
を
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
5
分

企
画
／
北
九
州
市

制
作
／
学
研

ぼ
く
だ
っ
て
き
れ
い
に
し
た
い
ん

だ
3

ほ

1
6

誕
生
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
い
じ
め
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く
描
き
ま
す
。
活
用
の
手

引
書
付
き
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

法
務
省
人
権
擁
護
局

プ
レ
ゼ
ン
ト

1
1

ふ

1
6

誕
生
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
い
じ
め
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く
描
き
ま
す
。
活
用
の
手

引
書
付
き
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

法
務
省
人
権
擁
護
局

プ
レ
ゼ
ン
ト

1
0

ふ

1
6

誕
生
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
い
じ
め
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く
描
き
ま
す
。
活
用
の
手

引
書
付
き
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

法
務
省
人
権
擁
護
局

プ
レ
ゼ
ン
ト

9
ふ

5
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

1
1

と

4
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

1
0

と

2
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

9
と

8
い
じ
め
や
同
和
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
児
童
が
自
ら
の
力
で
、
そ
の
不
当
性
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の
大
切
さ
、

さ
ら
に
無
関
心
な
層
を
、
被
差
別
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
層
に
変
え
て
い
く
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
も
っ

て
い
る
気
付
か
ざ
る
差
別
意
識
や
優
越
感
に
気
付
く
こ
と
の
重
要
さ
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

2
5
分

企
画
／
長
野
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会

制
作
／
東
映

私
は
負
け
な
い

1
8

わ

7
転
校
し
て
き
て
い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け
る
小
学
６
年
の
秋
子
。
学
級
の
他
の
児
童
の
様
々
な
対
応
の
姿

を
描
き
な
が
ら
、
直
接
差
別
す
る
者
だ
け
で
な
く
、
実
は
、
周
り
で
差
別
が
悪
い
と
知
り
な
が
ら
傍
観
的
な

立
場
を
と
っ
て
い
る
子
ど
も
も
、
差
別
を
支
え
温
存
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

1
5
分

企
画
／
北
九
州
市
教
育
委
員
会

制
作
／
学
研

わ
た
し
だ
け
が

9
わ

1
1

「
イ
ヤ
だ
」
を
我
慢
し
す
ぎ
た
ワ
オ
く
ん
は
、
あ
る
日
、
火
を
噴
い
て
大
暴
れ
。
幼
児
が
自
分
と
相
手
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
、
仲
良
く
な
る
ま
で
を
、
愉
快
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
応
援
歌
で
描

き
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

企
画
／
北
九
州
市

制
作
／
電
通
九
州

ワ
オ
く
ん
の
は
ね

1
わ

1
5

さ
く
ら
小
学
校
5
年
1
組
3
3
人
は
、
「
3
0
人
3
1
脚
」
の
競
技
の
挑
戦
を
始
め
ま
す
。
大
会
で
は
、
出
場
人
数
が

３
０
人
と
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
5
年
1
組
は
3
人
が
出
場
で
き
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
の
中
に
は
、
不
登
校
の
健

太
、
足
に
障
害
の
あ
る
亜
弥
、
運
動
の
苦
手
な
通
称
ゴ
ン
が
い
て
、
こ
の
３
人
が
当
然
外
れ
る
と
い
う
暗
黙

の
雰
囲
気
が
流
れ
る
が

ア
ニ
メ

○
○

○
1
8
分

企
画
／
北
九
州
市
・
北
九
州
市
教
育
委
員

会 制
作
／
株
式
会
社
ア
ク
シ
ス

よ
～
い
ド
ン
！

1
よ

7
小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
凄
い
選
手
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
誠
の
お
陰
で
練
習
に
も
一
層
力
が
入
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
日
を
追
う
に
し
た
が
っ
て
誠
に
対
す
る
太
志
た
ち
の
態
度
が
お
か
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
と
友
情
を
バ
ッ
ク
に
い
じ
め
や
差
別
を
許
さ
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
7
分

企
画
／
名
古
屋
市

制
作
／
東
映

友
情
の
キ
ッ
ク
オ
フ
！

2
ゆ

6
小
4
の
真
由
美
は
、
転
入
し
て
き
た
や
え
が
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。
い
じ
め
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
に
波
及
し
て
い
く
う
ち
に
、
真
由
美
の
心
に
や
え
に
対
す
る
同
情
の
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

○
3
1
分

企
画
／
学
研

制
作
／
学
研

や
え
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し

1
や

1
1

高
木
光
司
は
、
中
学
三
年
生
。
真
面
目
で
几
帳
面
な
性
格
で
す
が
、
そ
れ
で
は
嫌
わ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
み
ん
な
の
前
で
は
お
ど
け
て
振
る
舞
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は
本
当
の
自
分
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
か
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
友
達
の
だ
ら
し
な
い
行
為
を
見
る
こ
と
が
重
な
っ
た
あ
る
日
、
光

司
は
鬱
屈
し
た
思
い
を
爆
発
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

○
○

3
2
分

企
画
／
東
映

制
作
／
東
映

ま
じ
め
で
悪
い
か
！

2
ま

1
0

こ
の
作
品
は
、
弱
い
も
の
へ
の
慈
し
み
や
命
の
尊
さ
を
基
本
に
、
誰
の
心
に
も
い
じ
め
虫
が
い
る
こ
と
、
い

じ
め
と
い
う
行
為
が
い
か
に
醜
く
、
無
益
で
あ
る
か
を
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
特
性
を
活
用
し
て
描
い
て
い

き
ま
す
。
命
と
は
？
人
間
と
は
？
い
じ
め
と
は
？
こ
の
作
品
は
一
人
一
人
の
心
に
直
接
問
い
か
け
る
物
語
で

す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
2
4
分

企
画
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
棒
房
わ
組

制
作
／
教
配

負
け
る
な
！
千
太

1
ま

8

服
装
の
汚
れ
か
ら
、
「
す
す
け
の
マ
ー
ヤ
ン
」
と
あ
だ
名
さ
れ
、
差
別
に
苦
し
む
小
学
3
年
の
正
夫
の
例
を
取

り
上
げ
、
そ
う
し
た
差
別
の
不
当
さ
に
目
を
向
け
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
差
別
行
為
に
対
し
て
傍
観

者
的
な
周
囲
の
児
童
の
態
度
も
問
題
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
の
問
題
を
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
5
分

企
画
／
北
九
州
市

制
作
／
学
研

ぼ
く
だ
っ
て
き
れ
い
に
し
た
い
ん

だ
4

ほ

7

服
装
の
汚
れ
か
ら
、
「
す
す
け
の
マ
ー
ヤ
ン
」
と
あ
だ
名
さ
れ
、
差
別
に
苦
し
む
小
学
3
年
の
正
夫
の
例
を
取

り
上
げ
、
そ
う
し
た
差
別
の
不
当
さ
に
目
を
向
け
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
差
別
行
為
に
対
し
て
傍
観

者
的
な
周
囲
の
児
童
の
態
度
も
問
題
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
の
問
題
を
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
5
分

企
画
／
北
九
州
市

制
作
／
学
研

ぼ
く
だ
っ
て
き
れ
い
に
し
た
い
ん

だ
3

ほ

1
6

誕
生
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
い
じ
め
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く
描
き
ま
す
。
活
用
の
手

引
書
付
き
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

法
務
省
人
権
擁
護
局

プ
レ
ゼ
ン
ト

1
1

ふ

1
6

誕
生
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
い
じ
め
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く
描
き
ま
す
。
活
用
の
手

引
書
付
き
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

法
務
省
人
権
擁
護
局

プ
レ
ゼ
ン
ト

1
0

ふ

1
6

誕
生
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
起
こ
っ
た
い
じ
め
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く
描
き
ま
す
。
活
用
の
手

引
書
付
き
。

ア
ニ
メ

○
○

○
1
7
分

法
務
省
人
権
擁
護
局

プ
レ
ゼ
ン
ト

9
ふ

5
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

1
1

と

4
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

1
0

と

2
同
和
地
区
出
身
の
義
姉
を
も
つ
友
子
（
中
２
）
が
い
じ
め
と
部
落
差
別
は
同
じ
根
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
子
に
育
っ
て
い
く
姿
を
描
き
ま
す
。

ド
ラ
マ

○
○

4
2
分

企
画
／
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

制
作
／
東
映

友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い

9
と
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・平成 16 年３月発行 P32～P37、P108～P109 
・平成 17 年３月発行 P116～P117 
・平成 18 年３月発行 P24～P25、P46～P47 

 

 人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人たちです。この制度は、日ごろ地域に根ざした
活動を行っている民間の人たちが、地域の中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守
り、人権を擁護していくことが望ましいという考えから設けられたものであり、諸外国にも例を
みない制度です。 
 現在、約 14,000 名の委員が全国の各市町村（東京都においては区）に配置され、講演会や座
談会を開催したり、法務局の人権相談所や自宅などで住民の皆さんからの人権相談を受けたりす
るなど、積極的な活動を行っています。 
 なお、平成６年度から、「いじめ」、体罰、不登校などの子どもをめぐる人権問題に適切に対処
するため、人権擁護委員の中から子どもの人権問題を専門的に取り扱う「子どもの人権専門委員」 
が設けられ、全国で約 950 名の専門委員が活発な活動を行っています。 
 
※子どもの人権に関する相談 「子どもの人権 110 番」   0570-070-110（全国共通）  

                                      03-5689-0535（東京法務局）

法務省ホームページ（http://www.moj.go.jp/）「人権擁護局ページ」より

○都民の声                          

○東京都児童相談センター                 

○警視庁少年相談室「ヤングテレホンコーナー」                   

○東京都教育相談センター               

            ※平成19年３月19日から 【03-5800-8008】 となります。 

○いじめ相談ホットライン 

○東京都立中部総合精神保健福祉センター          

○東京都立精神保健福祉センター                 

○東京都立多摩総合精神保健福祉センター          

○東京都立梅ヶ丘病院子どもの精神保健相談室  

○東京都児童会館子ども相談室 

○子ども家庭支援センター               都内61ヶ所（53市区町村） 

電話 03-5320-7725 

電話 03-3202-4152 

電話 03-3580-4970 

電話 03-3493-8008 

  

電話 03-5800-8288 

電話 03-3302-7711 
電話 03-3842-0946 

電話 042-371-5560 

電話 03-3323-7621 

電話 03-3409-6361 



 
 
 

〈参考資料９〉 
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13 東京都教職員研修センター人権教育ビデオ貸出について 
東京都教職員研修センターでは、約 380 本の人権教育ビデオを所蔵しています。その内、いじめ問題
を扱っているビデオは 44 本です。授業だけでなく、道徳授業地区公開講座や保護者会等での活用もで
きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14 いじめの定義の見直しについて 
 文部科学省では、いじめられた児童生徒の立場に立って、より実態に即して把握できるよう、いじめ
の定義を見直すとともに、定義に注釈を加えることを検討しています。（平成 19 年１月 19 日 プレス
発表より） 
 
  【新定義】 
   個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的に行うこと 

なく、いじめられた児童生徒の立場に立って行うものとする。 
 「いじめ」とは、「当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的・物 
理的な攻撃を受けたことにより、精神的な苦痛を感じているもの。」とする。 
 なお、起こった場所は学校の内外を問わない。 
（注１）「いじめられた児童生徒の立場に立って」とは、いじめられたとする児 

童生徒の気持ちを重視するということである。 
（注２）「一定の人間関係のある者」とは、例えば、同じ学校・学級や部活動の 

者、当該児童生徒が関わっている仲間や集団（グループ）など、当該児 
童生徒と何らかの人間関係のある者を指す。 

（注３）「攻撃」とは、「仲間はずれ」や「集団による無視」など直接的にかかわ 
るものではないが、心理的な圧迫などで相手に苦痛を与えるものも含む。 

（注４）「物理的な攻撃」とは、身体的な攻撃のほか、金品をたかられたり、隠 
されたりすることなどを意味する。 
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【研修資料】 
 

今、あなたにできること 
－いじめ問題の解決を図るための研修資料－ 

 
平成 19 年２月発行 
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